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役員室だより 

2011.6　Vol.42

大学の動き 

　6月 1日から環境・エネルギー管理部が新しく設
置されました。深刻化する地球温暖化に対し、エネ
ルギー使用の合理化及び温室効果ガスの排出抑制に
より低炭素キャンパスを実現するため、環境・エネ
ルギー管理部を設置し、エネルギーの統括管理により、

実行性と継続性のある低炭素化対策に向けて取り組
みを進めることとなりました。また、環境・エネル
ギー管理部では、環境イノベーションデザインセン
ターと連携を行い、教育・研究においても活動の場
を広げることとしています。 

環境・エネルギー管理部の設置 

体制 
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役員室だより 

総合計画室  

各室の検討状況 

　「いつ」「どこで」「なにが」「どれだけ」エネルギ
ーが使用されているか把握することができる電力の
可視化システムを導入いたしました。本システムは、
各団地の電気室単位（主な建物単位）で電力使用量
を計測し、そのデータを学内ネットワークを利用し
て集め、学内向けポータルサイトに電力の使用状況
を公表することができます。 

　今後、本システムにより得られたデータを公表・
分析し、エネルギー使用の効率化・合理化を推進す
るとともに、大学構成員のさらなる省エネ意識の向
上を図ります。 
 
（アクセス方法）学内向けポータルサイト→環境・エ
ネルギー関連→学内使用電力情報 

電力の可視化 

◆可視化システムイメージ図 

◆電力使用状況の表示画面 
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　以下の施設整備とキャンパス環境の改善工事が完了しました。 

施設整備とキャンパス環境の改善 

　中山池周辺の環境整備を国及び大阪府の補助金等並
びに本学の負担により、大阪府の発注で整備を実施し
ました。本整備では、水辺観賞ゾーンや中山池を周回
できる散策路等を設け、構成員や地域住民にとって魅
力あるキャンパス環境の形成を目指しました。 

中山池周辺環境整備 

　「安全・安心」なキャンパス環境形成を目指し、キ
ャンパス内の夜間の防犯性の向上を図るため、豊中・
吹田・箕面キャンパスに合計 76基の外灯を新たに設
置しました。また、外灯の新設とあわせ、環境負荷の
低減を図るため、既存の外灯を省エネタイプに更新し
ました。これにより昨年度と比べ、今後の年間消費電
力量を約29万kwh、年間CO2排出量を約100t削減で
きる見込みです。 

外灯の新設・更新 

役員室だより 

エントランスゾーン 

柴原口 保健センター 
吹田分室前 

散策路 

　吹田キャンパス東門は入構のための車道が1車線し
かなく、構内へ入る車両と医学部附属病院の駐車場に
向かう車両の動線の重複によって、渋滞が発生してい
ました。この渋滞解消を図るため、医学部附属病院の
駐車場に向かう専用車道を新設しました。 
また、病院前には送迎車乗降場を設け、利便性に配慮
しました。 

吹田キャンパス東門周辺道路整備 

整備前 整備後 

■外灯 新設・更新数 
新設 更新 

380基 
129基 
106基 
615基 

12基 
52基 
12基 
76基 

豊中 
吹田 
箕面 
合計 
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教育・情報室  

役員室だより 

　『阪大NOW』4月号（2011/No.124 p.18）で、本
学の言語教育と全学教育の抜本的な改革を進めてい
ること、及び、全学教育推進機構（仮称）を新設予
定であることをお知らせしていましたが、具体的な
設置準備を開始するため、教育基盤整備本部会議、
役員連絡会、部局長会議の承認を経て、5月17日より、
教育・情報室の下に「全学教育推進機構（仮称）設

置準備ワーキング」が置かれました。 
　ワーキングの主査は教育・情報室長が務め、全学
教育に関係する教育･情報室員のほか、関連の全部
局長、及び教育改革担当の総長補佐が委員となって
います（下表）。今後、同機構創設のため具体的な
検討を進めていく予定です。 

全学教育推進機構（仮称）設置準備ワーキングの設置 

　平成23年 4月 1日付けで、本学の日本語日本文化
教育センターが、文部科学省の教育関係共同利用拠
点に認定されました。期間は平成28年 3月までの5
年間です。本拠点のために「共同利用拠点運営委員会」
が設置されます。 

　これまで同センターが国費留学生への日本語教育
に関して果たしてきた中心的な役割を踏まえ、今後
は公私立大学や国費留学生以外への日本語教育につ
いても中心となって活動していくことになります。 

教育関係共同利用拠点の認定 

全学教育推進機構（仮称）設置に係る検討体制 

全学教育推進機構（仮称）設置準備ワーキング委員 

所　　　属 

理事・副学長 
教育・情報室 
教育・情報室 
教育・情報室 
大学教育実践センター 
言語文化研究科 
サイバーメディアセンター 
コミュニケーションデザイン・センター 
グローバルコラボレーションセンター 
学際融合教育研究センター 
国際教育交流センター 
世界言語研究センター 
外国語学部 
理学研究科 

教育・情報室長　※主査 
教育・情報室員 
教育・情報室員 
教育・情報室員 
（教育・情報室員） 
 
（教育・情報室員） 
 
 
 
（教育・情報室員） 
 
総長補佐 
総長補佐 

 
教　授 
教　授 
教　授 

センター長 
研究科長 
センター長 
センター長 
センター長 
センター長 
センター長 
センター長 
学部長 
研究科長 

小　泉　潤　二 
小　林　傳　司 
藤　田　喜久雄 
三　原　健　一 
工　藤　眞由美 
木　村　茂　雄 
竹　村　治　雄 
三　成　賢　次 
栗　本　英　世 
久　保　司　郎 
菊　野　　　亨 
高　橋　　　明 
杉　本　孝　司 
東　島　　　清 

役　　職 氏　　名 備　　考 



14
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　以下の日程表の通り、9月 13日（火）に豊中キャン
パスで、9月 16日（金）に吹田キャンパスで、平成23
年度の全学FD研修を行います。本年の全体講話は、
『大学の教育力――何を教え、学ぶか』などで高等教
育研究の第一人者として知られる金子元久教授（国
立大学財務・経営センター、元東京大学教育学研究
科長）と、平成21年度に実施された本学の「大学機
関別認証評価」において中心的な役割を担っておら
れた荻上紘一教授（大学評価・学位授与機構、元東
京都立大学総長）です。ともに中央教育審議会で重
要な役割を果たしておられます。 
　本研修は、特任教員を含むすべての教授、准教授、
講師、助教が対象で、研究員も受講可能です。本学
に平成22年度に設置された「ファカルティ・ディベ

ロップメント検討ワーキング」と教育・情報室によ
って慎重に企画されており、連続して受講しても同
一の内容が繰り返されることはありません。豊中と
吹田の両方の研修を受講することも可能です。 
　本研修に参加することは、ファカルティ・ディベ
ロップメントと呼ばれる教育力の開発の第一歩、あ
るいは契機にすぎません。FDとは、個々の教員が
自己の教育の能力を高め開発する不断のプロセスで
あり、それによって大阪大学の人材育成機能が強化
され、大学の社会的責任が果たされることを意味し
ます。教員は本研修に、少なくとも 3年に 1度参加
することが要請されていますが、全教員がFDに積
極的に取り組むことを希望します。 

平成23年度大阪大学ファカルティ・ディベロップメント（FD）研修 

平成23年度大阪大学ファカルティ・ディベロップメント（FD）研修日程（案） 
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　『阪大NOW』2月号（2011/No.123 p.13）でお知
らせしたように、アドミッション・ポリシー（学生
の受け入れについての方針）の検討を開始しています。
それぞれの学部・研究科において、人材育成の理念・
方針・方策そして入試について根本から考えていた
だき、以下のような論理によってそれぞれのアドミ
ッション・ポリシーを作成していただく予定です。 
 
（1）教育理念、あるいは学位授与の方針（ディプロマ・
ポリシー） 
　「部局の人材育成の目的は何か、どのような人材
を育てて送り出そうとするのか」 

（2）教育プログラム、あるいは教育課程編成・実施

の方針（カリキュラム・ポリシー） 
　「そのような人材をどのような教育プログラムに
よって育成しようとするのか」 

（3）求める学生像、あるいは入学者の受け入れ方針（ア
ドミッション・ポリシー） 
　「その教育プログラムにどのような学生を受け入
れるのか」 

（4）入試選抜の基本方針 
　「そのような学生をどのようにして見出し選抜し
ようとするのか」 
 
　6月の入試委員会で、各部局に検討を依頼します。 

アドミッション・ポリシーの検討 

高度教養プログラム「知のジムナスティックス」の受講状況 

　平成20年度に始まった大学院等高度副プログラムは、年々その提供数が
増え、平成23年度には35のプログラムが開設されています。また、社会
人等を対象に7つの科目等履修生高度プログラムが開かれています。今年
度は上記に加えて、3つの大学院副専攻プログラムが新たに開始しました。 
　それぞれのプログラムの第1学期の受講申請者数は、大学院等高度副プ
ログラム514名（B1名、M452名、D61名）、科目等履修生高度プログラム
87名、大学院副専攻プログラム156名（M150名、D6名）です。 
　これらのプログラムの修了者には、専門とする課程の学位記に加えて、
総長名による修了認定証が与えられます。今後も全学の学生等に広く周知し、
受講者が拡大するようご協力をお願いします。 

大学院等高度副プログラム等の受講状況 

　今年度から始まった高度教養プログラム「知のジムナスティックス」では、
学部高年次のために46科目、大学院生のために175科目が提供されていま
す。 
　同プログラムの第1学期の履修登録数は、学部科目255件、大学院科目
740件となっています。全学の学生のために開設された高度教養プログラ
ムは、上記の「大学院等高度副プログラム」と並んで、大阪大学独自の特
徴的な教育プログラムです。これらの科目の受講者が増えるよう、全学の
ご協力をお願いします。 
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役員室だより 

研究・産学連携室  

　テクノアライアンス棟は、大阪大学における先進
的産学連携活動の拠点をめざし、「Industry on Campus」
を推進する研究者の交流スペースを備えたラボ施設
として吹田キャンパス中心部に建設され、6月より
供用を開始しました。 
　それに先立ち、産学連携本部（ベンチャービジネ
スラボラトリー、共同研究部門を除く）及び研究推
進部産学連携課が、5月 19日（木）に同棟へ移転しま
した。 
　同棟では、大阪大学が全国に先駆けて構築した共
同研究講座をはじめとし、同講座をさらに進化させ
た新たな試みである協働研究所が設置されます。 
　これにより、本学は企業との人材交流による若手
育成、「Internship on Campus」による大学院生育成
が可能となり、企業は高度な教育・研究環境を利用
した戦略的研究の継続・人材育成が可能となるなど
文字通り「Industry on Campus」の推進拠点となり

ます。 
　なお、同棟には創立80周年記念事業で製作した「産
業界との連携のあゆみ」パネル（80年間の産学連携
の成果）を常時展示していますので、是非ともご見
学にお立ち寄りください。 
　関連記事については29ページをご覧下さい。 

産学連携本部がテクノアライアンス棟へ移転しました 

　今後の新たな研究領域として重要となる脳情報通
信の分野について、独立行政法人情報通信研究機構
（NICT）等関係機関との連携・協力の一層の強化を
図りつつ、世界トップクラスの叡智を結集し融合的
に研究を推進するため、6月 1日に脳情報通信融合
研究センター（センター長：柳田敏雄　大学院生命
機能研究科・特任教授）が設置されました。 

　センターの実験棟は、大学院生命機能研究科ナノ
バイオロジー棟南側の土地を本学が提供し、NICT
が施設を建設中（竣工予定：平成 25年 1月）です。
本学の土地に他の独立行政法人が施設を建設し、共
同で運用するというのは本学にとって初めての事例
です。 

脳情報通信融合研究センターの設立について 

　科学研究費補助金の基盤研究（C）又は若手研究（B）
の交付を最終年度として受けている中堅・若手研究
者が、次年度の科学研究費補助金の応募の際、より
大型の上位研究種目へ応募しやすいよう、不採択で
あった場合には研究費を補償する制度であるチャレ
ンジ支援プログラムを平成22年度から実施していま
す。 

　平成23年度科学研究費補助金の応募にあたり、チ
ャレンジ支援プログラムを活用して応募した研究者
79名のうち、48名が若手研究（A）、基盤研究（B）
または挑戦的萌芽研究に採択されました。なお、惜
しくも不採択となった研究者には研究費（各80万円）
を配分することとなりました。 

チャレンジ支援プログラムで48名が採択 
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　大型教育研究プロジェクト支援室では、全学的に
推進する大型プロジェクト獲得のための企画・調査
及び申請に係る支援並びに本学の重点プロジェクト
の継続的な支援のために、プロジェクト運営や競争
的資金の業務等に長けた研究支援者（特任教授）を
統括マネージャーとして 1名配置していますが、こ
のたび 5月 1日付けで、統括マネージャーを補佐す
る講師を配置しました。 
　プロジェクトの運営、競争的資金の性格に応じた
取り扱い、配分機関との調整等に習熟した講師を統
括マネージャー補佐として配置することにより、大
型プロジェクト事業の着実な進捗管理と運営支援を
円滑に進めることができるほか、大型プロジェクト
獲得に関してもさらに充実した支援が可能となるこ
とが期待されます。 
　また、研究・産学連携室の指示のもと、さまざま
な視点から本学の研究力の分析を行い、研究力強化
に努めてまいります。 

大型教育研究プロジェクト支援室に統括マネージャー補佐の配置 

（抱負） 

　これまで大阪大学において部局横断的な研究

活動を行ってきました。その経験から学んだ異

なるアイデアや人を一つにまとめること、様々

なデータを集め問題解決を図っていくこと等を

仕事に活かしていきたい

と思っています。さらに

今後の取り組みにおいて、

大阪大学を構成する全て

の人が共通に持つことの

できるビジョン、「一体

感」を創ることができた

らと考えています。 平井　啓　講師 

　第 1期中期目標期間（平成 16～ 21年度）に係る
業務の実績に関する評価結果が国立大学法人評価委
員会より公表されました。 
　今回の評価（確定評価）は、第 1期中期目標期間
における教育研究や業務運営・財務内容に関する事
項等について、総合的に評価が実施されたものであり、
特に、平成20、21年度の実績・活動により、暫定評
価（平成 16～ 19年度）の評価結果を変更する必要
性があるか否かに重点が置かれて実施されました。 
　　 
【教育研究等の質の向上の状況】 

　「教育に関する目標」・「研究に関する目標」に関
しては、暫定評価のときと同様に“おおむね良好で
ある”との評価を受けましたが、「社会との連携、
国際交流等に関する目標」については、国際交流の
積極的な推進が高く評価されたことにより、暫定評

価時の“おおむね良好である”から“良好である”
のより高い評価になりました。  
 
【業務運営・財務内容等の状況】 

　暫定評価のときと同様に、「業務運営の改善及び
効率化に関する目標」・「財務内容の改善に関する目
標」・「自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提
供に関する目標」に関しては“良好である”、「その
他業務運営に関する重要目標」に関しては“おおむ
ね良好である”との評価を受けました。 
 
　なお、評価結果全文については、本学ホームペー
ジに掲載していますので、ご覧ください（HPアド
レス　ht tp : //www.osaka -u . a c . j p/ j a/gu ide/  
information/joho/chukikekka_16-21）。 

第1期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果の公表 

評価室  
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 第 2期中期目標期間の初年度である平成22年度の
業務実績報告書については、各部局、各室等の実績
を踏まえて、現在、作成作業を進めているところで
あり、とりまとめの上、6月末に文部科学省へ提出
します。 
 各部局、各室等におかれましては、本報告書の作成

をはじめ、第 1期中期目標期間を通じての評価作業
にご尽力いただきましたことに対し、厚く御礼申し
上げます。 
　引き続き、第 2期中期目標期間におきましても、
着実な自己点検・評価の実施に向けて、ご協力よろ
しくお願いします。 

平成22年度業務実績報告書の提出 

【評価結果抜粋】 

1　全体評価 

　大阪大学は、創学以来の「研究第一主義」をモットーとし、第一線の研究成果と実証精神をもって教育を行うな
ど、教育・研究・社会貢献を通して国民と社会の信託に応えることにより、「地域に生き世界に伸びる」という理
念の実現に向けての取組を積み重ね、業務運営、教育研究等のさらなる推進に取り組んでいる。 
　中期目標期間の業務実績の状況は、平成16～19年度までの評価では、すべての項目で中期目標の達成状況が「良
好」又は「おおむね良好」であり、さらに平成20、21年度の状況を踏まえた結果、すべての項目で中期目標の達
成状況が「良好」又は「おおむね良好」である。業務実績のうち、主な特記事項は以下のとおりである。 
　教育については、高度職業人講座及び社会連携講座等の実施や各種教育改革プログラムを実施し、それぞれコー
スワークの体系化やプロジェクト・ベースド・ラーニング（PBL）方式による実践的科目の導入を進めている。ま
た、大阪外国語大学との統合に対応したキャンパスネットワーク等の整備のほか、「ラーニング・コモンズ」等の
学習支援スペースの整備によって、利用者が増加し学生支援環境が幅広く進展している。 
　研究については、世界トップレベル研究拠点としての研究体制を充実し、トップジャーナルに多くの業績が発表
されるなど研究拠点としての期待に応えている。この他、部局間連携研究・教育体制が強化され全学的見地からの
活動が推進されている。 
　社会連携・国際交流等については、スーパー産学官連携機構を設置し、窓口及び知的財産取扱を一元化等するこ
とで、共同研究や受託研究の獲得へつなげる取組を行っている。また、第2期エラスムス・ムンドゥス（修士課程）
への参加等、欧州大学・学術機関との交流基盤を構築している。 
　業務運営については、大阪外国語大学との統合を平成19年10月に実現し、大阪大学の3つの教育方針「教養」、「デ
ザイン力」及び「国際性」の一翼として、25言語という多様な言語教育や多文化共生等のグローバルな教育研究の
進展を可能にし、地球規模の諸課題に主体的に取り組むことのできる人材育成に取り組んでいる。 
　財務内容については、外部資金獲得に向けた取組の成果が現れているほか、「大阪大学未来基金（大学）」により
平成21年度から募金活動を開始するなど、自己収入の増加に向けた取組に努めている。 
　自己点検・評価及び情報提供については、評価の基盤資料となる大阪大学基礎データ収集システム（教員基礎デ
ータと全学基礎データ）を整備し、システムの構築・更改を行うことで、大学全体の評価業務に必要なデータの管
理・運営の一元化を図り、効率化に取り組んでいる。 
　その他業務運営については、施設設備の整備において緑地空間の管理・改善の方向を示したガイドライン「緑の
フレームワークプラン」を実行し、周辺環境に配慮し、既存の景観を活かした植栽整備等により財団法人都市緑化
基金から第19回「緑のデザイン賞」緑化大賞を授与されている。 
　一方、平成19年度の研究費不正使用防止に係る取組以降も、研究費の不正使用が行われていたことから、再発
防止のための着実な取組が求められる。 
 
2　項目別評価 

Ⅰ　教育研究等の質の向上の状況　  
（Ⅰ）教育に関する目標  
（Ⅱ）研究に関する目標  
（Ⅲ）その他の目標　 
　（1）社会との連携、国際交流等に関する目標  
Ⅱ　業務運営・財務内容等の状況  
（1）業務運営の改善及び効率化に関する目標  
（2）財務内容の改善に関する目標  
（3）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の 
　　  提供に関する目標  
（4）その他業務運営に関する重要目標  

中期目標の 
５：達成状況が非常に優れている 
４：達成状況が良好である 
３：達成状況がおおむね良好である 
２：達成状況が不十分である 
１：達成のためには重大な改善事項がある 
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役員室だより 

財務室  

　財務室では、平成23年度教育研究等重点推進経費
及び全学強化経費の学内公募を行い、申請のあった
事業に対して、書類審査、ヒアリング審査等の結果
を踏まえ、執行計画案を策定し、3月 22日開催の役
員会にて承認されました。 

　採択事業の詳細は以下のとおりです。 
　ただし、国の平成23年度予算に係る予算関連法案
の成立が不透明なことから、承認された事項のうち、
喫緊の事項以外についてはその予算配分を留保して
います。 

平成23年度教育研究等重点推進経費及び全学強化経費の執行計画について 

部　局　等　名 

■教育研究等重点推進経費（継続事業） 

事　　　　項　　　　名 

執 行 計 画 額 合計　　461,953千円 

附属図書館 

附属図書館 

環境イノベーションデザインセンター 

大学教育実践センター 

教育・情報室 

核物理研究センター 

環境安全研究管理センター 

安全衛生管理部 

研究・産学連携室 

研究・産学連携室 

広報・社学連携室 

安全衛生管理部・工学研究科 

理学研究科 

安全衛生管理部 

産学連携本部 

研究推進部 

大型教育研究プロジェクト支援室 

本部事務機構 

（研究推進部、国際交流オフィス等） 

開館サービス延長による主体的な ｢学び｣環境の整備 
学生用図書の体系的･継続的な整備経費 
大阪大学環境イノベーション教育研究推進事業 
高学年次教養教育を指向した新規科目の開設経費 
入試広報の充実による志願者確保策と教育環境の向上 
E949検出器輸送据付経費 

大阪大学化学物質管理支援システム（OCCSⅡ、OGCS）に係る管理運営経費 
 
研究企画ワーキング・グループ事業費 
最先端ときめき研究推進事業 
対話プログラム「ラボカフェ」（アートエリアB1）の実施 

核燃料物質の円滑管理のための核燃料物質取扱施設と放射線測定装置等の整備 
 
衛生管理者免許等取得支援経費 
知的財産の裁判に必要な弁護士費用等 
競争的資金獲得等支援経費 
教育研究高度化のための支援体制整備事業 

研究支援等に係る人件費 

部　局　等　名 

■教育研究等重点推進経費（新規事業） 

事　　　　項　　　　名 
附属図書館 

附属図書館 

文学研究科 

文学研究科 

工学研究科 

工学研究科 

総合学術博物館 

金融・保険教育研究センター 

人間科学研究科 

医学系研究科（医学科） 

生命機能研究科 

微生物病研究所 

産業科学研究所 

社会経済研究所 

核物理研究センター 

核物理研究センター 

開館サービス延長による主体的な ｢学び｣環境の整備（更なる延長） 
外国学図書館ラーニング・コモンズ新営による学習環境の改善整備 
研究科所蔵貴重資料の画像データ化と教育研究活用事業と公開 
教育・研究講義室の環境整備－文学研究科唯一の200人規模講義室の整備－ 
大阪大学サスティナビリティ・カフェの実施 
社会人高度人材育成事業の経費補助 
博物館学実習の推進事業 
金融・保険に関する文理融合型学際教育プログラムの推進・改善 
人間科学研究科『本館耐震改修工事』に伴うバリアフリー対策工事等整備費 
車いす用曲線型階段昇降機シンフォニーEA6 
経時計測仕様、高性能汎用型レーザー顕微鏡システムの設置 
マクロズーム in vivo蛍光イメージングシステム 
強力薄膜X線回折装置 
モバイル経済実験システム 
中性子電気双極子モーメント測定に向けた中性子偏極 
ヒートポンプ式冷却水循環装置 
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役員室だより 

部　局　等　名 

■全学強化経費（継続事業） 

事　　　　項　　　　名 

執 行 計 画 額 合計　　1,063,525千円 

附属図書館 

サイバーメディアセンター 

情報基盤本部 

情報基盤本部 

教育・情報室 

教育・情報室 

教育・情報室 

国際交流室 

リスク管理推進本部 

施設マネジメント委員会 

安全保障輸出管理委員会 

海外拠点本部 

多様な人材活用推進本部 

研究倫理審査委員会 

総務企画部・ハラスメント対策事務室 

広報・社学連携オフィス 

ウェブデザインユニット 

電子的情報基盤資料経費 
総合情報通信システム（ODINS）推進費 
全学 IT認証基盤システム維持経費 
事務基幹系システム維持経費 
大阪大学ファカルティ・ディベロップメント推進事業 
学務情報システムの整備 
全学規模e-Learning環境基盤整備事業 III 
3キャンパスにおける外国人留学生・外国人研究者対象支援サービスシステムの改善 
リスク管理推進本部運営費 
キャンパスマスタープランに基づくリーディングプロジェクト 
安全保障輸出管理体制整備・運営経費 
海外拠点本部運営経費 
男女共同参画推進オフィス運営経費 
研究倫理審査委員会実施経費 
ハラスメント防止関係 

「ウェブデザインユニット」による広報の強化充実 

部　局　等　名 

■全学強化経費（新規事業） 

事　　　　項　　　　名 

執 行 計 画 額 合計　　83,549千円 

総合計画室 

研究・産学連携室 

国際交流室 

国際交流室 

施設マネジメント委員会 

テニュアトラック制度の支援について 
研究力強化のための研究戦略推進経費 
学生交流助成（受入・派遣）経費 
新規文系短期受入プログラムの実施 
耐震診断 

部　局　等　名 事　　　　項　　　　名 

執 行 計 画 額 合計　　330,964千円 

超高圧電子顕微鏡センター 

免疫学フロンティア研究センター 

歯学部附属病院 

評価室 

走査透過電子顕微鏡用電子エネルギー分光画像処理装置の整備 
免疫情報統合のための科学技術計算用計算機システム一式 
幹細胞品質評価システム（FACSCaliburHGフローサイトメーター） 
基礎データ収集システムの改修 

 

　平成22年度は、国債・地方債による長期運用と効
率的な余裕資金の活用を図るための短期運用により、
運用総額 1,724.9 億円、平均運用額 211.06 億円、平
均利率0.354％で資金運用を行い、その結果、長期・
短期合わせて約7,466万円の運用益を獲得しました。 
　また、今年度の資金運用については、前年度に引

き続き、資金需要を考慮した適切な運用金額、運用
期間及び運用形態を検討し、長期・短期の資金運用
の組み合わせによる効率的な資金の運用を行うこと
としており、まず、短期資金運用計画を策定し、運
用を始めました。 

資金運用について 



21

役員室だより 

　本部棟のペーパーレス会議システムの環境が整っ
たことから、4月開催の会議よりペーパーレス会議
を実施しています。第 1回目は、室員、陪席者とも
戸惑いながらのシステム利用になりましたが、回を
重ねるごとに慣れてきております。 
　担当事務においては、紙の使用量の減による経費

削減や、紙資料の印刷、配布などの事務処理の省力
化を実感しているようです。また、ペーパーレス会
議システムの利用が進めば、会議資料が机の周りに
山積みになっている「よくある光景」も少なくなり、
執務環境の改善にも繋がると期待しています。 

ペーパーレス会議の実施について 

　大阪大学未来基金は本年 5月に創設から 2年を迎
えました。この間、多くの教職員、卒業生、保護者
の皆様からご寄付を頂いたほか、大阪大学後援会か
らの寄付受入などにより、未来基金の受入総額は
15.5億円となりました。 
　未来基金を活用した事業の展開も本格化し、平成
23年度から成績優秀な学部新入生を対象とした「大
阪大学未来基金奨学金」の給付（40名の奨学生に一
人あたり25万円を支援）を開始したほか、「学生撰書」
や「マイボトル」の事業をサポートしています。また、
大阪大学後援会の事業も受け継ぎ、海外研修や課外
研究に対する援助なども実施していきます。 
　基金室は、未来基金をさらに大きく成長させ、大
阪大学の教育研究環境の充実に貢献できるよう引き
続き取り組んでいきます。 
　関連記事は47ページをご覧下さい。 

財務基盤整備本部（基金室）大阪大学未来基金 

「マイボトル」事業：新入生へのボトル配付の模様 
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人事労務室  

　法人化後、職員には、従来からの組織の一構成員
としての役割に加え、大学運営に関する事務のマネ
ジメントや情報発信・広報などの一翼を担うことが
新たに求められています。 
　また、社会のグローバル化の進展を受け、本学に
おいても、国内外から広く優秀な学生、教員・研究
者を集め、教育・研究機能を国際的なレベルに高め
るべく、これらの動きに柔軟に対応できる国際感覚
を備えた事務職員も求められています。 

　これらのことから、より広い人材ベースの中から、
多様な個性や能力を有する人材の雇用を更に推し進
めるため、国立大学法人等統一採用試験等とは異な
る選考方法による新たな職員採用試験を実施するこ
ととしました。 
　今年度は、書類選考（第 1次選考）の上、6月 11
日（土）に面接試験等（第 2次選考）を実施し、合格
者を平成24年 4月 1日付けで採用する予定にしてい
ます。 

新たな職員採用試験（大阪大学職員採用試験）の実施について 

　既にお知らせしている（2009年6月号参照）とおり、
本学では、「障害者の雇用の促進等に関する法律」
に基づき、障害者職業生活相談員を選任し、障害者
の職業生活全般にわたる相談・指導を行っています。 
　このたび、所要の資格認定講習等の受講を終え、
総務企画部多様な人材活用推進支援室　村尾（むらお）

室長補佐が新たな障害者職業生活相談員に選任され
ました。 
　大学としましては、相談員の業務を通すことによ
っても、障害者が安心して働ける環境づくりに寄与
していく所存ですので、引き続きよろしくお願いし
ます。 

障害者職業生活相談員の交代について 

多様な人材活用推進支援室案内図 

　こんにちは！多様な人材活用推進支援室の村尾です。　　　　　　　　　 

　まだまだ勉強の毎日ですが、障害のある方々が、働きやすい職場環境にな

るように少しでもお役に立てればと思っています。悩みがあれば、一人で抱

え込まないで、一緒に解決していきましょう。 

　吹田キャンパス本部福利棟2階の男女共同参画推進オフィス内にいます。 

　お気軽にお越しください。［内線9628］ 

新障害者職業生活相談員から一言 新障害者職業生活相談員から一言 

役員室だより 

生　協 生命科学図書館 

ICホール 

コンベンションセンター 体育館 

本部事務機構棟 

本部福利棟 

多様な人材活用推進支援室 
（「カフェ＆レストラン＆ベーカリー匠」の2階、 

男女共同参画推進オフィス内です。） 



23

新障害者職業生活相談員から一言 

　現在、ウェブデザインユニットにおいて、大阪大
学ポータルに掲載の「セミナー／シンポジウム情報
登録」、「学内専用ページ」のリニューアルと、
Osaka university Web Library（OWL：オウル）の開
設の準備を進めています。 
　OWLとは、大阪大学の構成員が利用可能な大阪
大学の写真、ロゴ、学章、大学ロゴ入りテンプレー
トなどを集めたサイトです。これまで、学内を各自
が写真撮影したり、個別にロゴの使用方法を探した
りと不便が多かったこともあり、利用者が利用しや
すい環境を求める声が寄せられていました。このたび、
写真については、ウェブデザインユニットが厳選し
「阪大百景」としてまとめ、大阪大学デザインマニ
ュアルに則った大阪大学ロゴ、大阪大学のロゴが入

ったパワーポイントのテンプレートなどをご提供し
ていく予定です。 
　これにより、手軽に大阪大学に関するコンテンツ
を活用していただけるようになり、また、大阪大学
の教職員・学生が共通の素材を使用することで、大
阪大学としての一体感、統一感がより育まれること
が期待されます。 
　これらのサービスは 7月中に一般公開・運用開始
を予定していますので、詳細については別途お知ら
せいたします。 

OWL（Osaka University Web Library）について 

　広報業務は、大学のブランド力強化に向けて重要
な位置づけを担っており、昨年から広報ネットワー
クを活性化させ、学内の広報体制の強化を目指して
いるところです。この度、広報の企画立案および実
務に携わる者が、より具体的かつ明確に意識の共有
を図ることを目的として、6月 7日（火）に広報勉強
会を開催しました。 
　勉強会には、広報・社学連携室のうち、高杉室長
をはじめ、広報担当室員および担当の事務員が参加
しました。当日は、業界新聞の科学技術担当記者を
講師としてお招きし、大阪大学の広報活動における
問題点や、法人化後の大学広報の流れ等について、
記者の視点からお話をいただき、その後、活発な意
見交換をおこないました。 
　ここ数年、大学および研究機関からの情報提供は
増加傾向にあり、そのような傾向のなかでは、事前
のアナウンスをなるべく早くすること、リリース文
の内容をしっかりしたものにすること、また、発表
担当者との連絡を取りやすくすることなどが重要で

あることを共有しました。さまざまな取材経験を有
する記者のお話は、大学内にいるだけでは決して知
ることのできない内容もあり、参加者にとっていく
つもの大きな発見がありました。このような勉強会
を通じて、本学の広報活動がより積極的かつ機動的
に進められるような施策を考えてまいりますので、
今後とも広報業務へのご協力をお願いいたします。 

広報担当者勉強会ついて 

広報・社学連携室  

役員室だより 
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　ここ数年の間に、エジプト、インド、マレーシア
において、日本の協力のもとで新しい大学の設置が
進められており、大阪大学の諸先生方も協力してい
ます。本年 2月には「国際協力に関する学内検討委
員会」を新たに設置し、大学としてバックアップす
ることとなりました。 
　マレーシアではマレーシア－日本国際工学院
（Malaysia-Japan International Institute of Technology）
の設置が進められています。マレーシアにおける新
たな大学の建設のプロジェクトは、すでに約10年前
から始まっていましたが、諸事情により中断される
など進捗がはかばかしくありませんでしたが、昨年
6月に両国首脳の会議において、円借款により資金
提供を進めることとなり、現在、2011年 9月の開校
に向けてほぼ順調に設置準備が進められています。
分野は、電子・コンピュータ工学、精密工学、グリ
ーンテクノロジー、およびMOT（Management of 
Technology）の 4つです。前駐マレーシア特命全権
大使堀江正彦氏（大阪大学卒業生）が奔走されたこ
ともあり、九州大学、大阪大学、東海大学、芝浦工
業大学、明治大学など23大学がコンソーシアム（国
内支援委員会）を形成し、協力体制が整えられるま
でになっています。本学は工学研究科電気電子情報
工学専攻の小牧教授、機械工学専攻の竹内教授が参
画されることとなり、とくに電子・コンピュータ工
学については本学が副幹事校（幹事校は東海大学）
として協力することとなりました。 
　エジプト―日本科学技術大学（Egypt - J apan  
University of Science and Technology: E-JUST）は、
3年前から本格的に準備が進められており、九州大学、
早稲田大学、京都大学、東京工業大学、立命館大学、
大阪大学などが国内協力大学となり、支援体制を取
っています。本学からは工学研究科電気電子情報工

学専攻の河崎教授が、電気電子情報学類長のアドバ
イザー（長期派遣専門家）として、現地アレキサン
ドリアに赴き、カリキュラム編成などに積極的な協
力を行っています。平成22年 2月に初めての学生を
受け入れ、同年6月に開校式が挙行されています。 
　インド工科大学ハイデラバード校（Ind i a n  
Institute of Technology, Hyderabad: IITH）は、2007
年に当時の安倍総理大臣とマンモハン・シン・イン
ド首相との間で作業部会の設置が合意され、2008年
10月のシン首相訪日の際に日印両国が協力していく
ことが首脳間で合意されました。2009年 8月に国内
支援コンソーシアムが立ち上げられ委員会が形成さ
れており、東京大学、慶應大学、早稲田大学、大阪
大学がIITH - Japan Collaboration Advisory Committee
を形成して協力しています。本学からはやはり工学
研究科電気電子情報工学専攻の伊瀬教授が
Environment and Energy分野でグループリーダーを
務め、カリキュラム編成などの協力を行っています。 
　上記 3つの大学とも、日本型の工学教育を行うと
いう点で共通点があります。とくにMJIITの場合は、
「Kohza System」という名称を用い、講座制をほと
んどそのまま取り入れるという方向を取っています。
またいずれの大学も、世界的水準の研究・教育を行
うという高い目標を掲げており、実際、その目標が
達成できるよう日本側も本格的に協力することで、
将来、互恵関係に発展することが強く望まれています。
研究がグローバルなスケールの共同研究で行われる
ようになりつつある現在、本学もこのような機会を
積極的に活用すべきであると考えています。今後、
短期的な講師派遣（集中講義）などで構成員の皆様
にご協力をお願いすることがあると思いますので、
その際はよろしくお願いします。 

海外における大学設立への国際協力 

国際交流室  

役員室だより 



25

　5月14日から17日にかけての3日間、G30推進事
務局（東京大学）のお世話により、インドネシア（ジ
ャカルタ、ジョグジャカルタ、バンドン）で留学フ
ェアが開催されました。G30採択13大学のほか、静
岡大学、豊橋技術科学大学、千葉大学、金沢大学、
広島大学も参加しました。16日には、通常は東京で
開催されているG30副学長クラス会議が、ジャカル
タで開催されました。この会議には、インドネシア
側からも25大学の副学長クラスの方々が参加し、イ
ンドネシアの文部大臣が挨拶に訪れるなど、同国政
府も良い機会ととらえたようで、短時間でしたが活
発な意見交換がなされました。とくに日本からイン
ドネシアへの留学生は百数十名にとどまっており、
日本への留学生数が 2,000 名以上であるのに対して
大変少ないので、どうすれば良いか頭を悩ませてい
るようでした。今回のイベントには留学生フェアの

開催も含めて、日本大使館の方々の多大な協力があ
りました。とくに留学フェアに関しては、G30学部
英語コースへの学生勧誘のこともあり、地元の高校
へも大使館から声をかけた結果、かなりの数の高校
生も参加したようです。インドネシアは日本に対し
て好意的な国ということですが、今回は我が国を代
表する大学が揃ってフェアを行ったということで、
会場は活気に満ちあふれていました。 
　G30がスタートして以来、留学フェアが種々行わ
れるようになりました。余りばらばらにリクルート
活動を行うのは、相手に迷惑をかけるなど好ましく
ない点もありますので、今回のような合同のフェア
が有効であろうと思います。本学においても、G30
のチームの力も借りて、大学としてのリクルート戦
略を立てることを目指しています。 

G30副学長会議と留学フェア 

　震災の影響で実施が心配されていましたが、標記
の事業の公募が行われることとなりました。説明会
が5月 31日に大阪大学中之島センターにおいて開催
され、200名を越える方々が各地から参加し、関心
の高さが示されました。大きく分けて日中韓の学生
交流を行うことを中心とするもの（タイプA：キャ
ンパス・アジア中核拠点形成支援）、米国の大学等
との学生交流を行うことを中心とするもの（タイプB：
米国の大学等との協働教育の創成支援）、の2種類で、
本学も是非応募したいと考えています。A、Bいず

れのタイプについても、予め交流を行う大学との協
働体制をとることなどが要請されていますので、適
切な準備が必要です。現在各部局に申請に関する照
会をしていますが、申請希望の多い場合は、国際交
流室において取りまとめるなど、調整を行う予定です。
部局においてアイデアはあるが単独では具体化し難
いなどの問題を持たれているところは、国際交流オ
フィスまでできるだけ早くお申し出下さるようお願
いします。国際交流室などで検討をさせていただき
ます。 

大学の世界展開力強化事業 

　昨年 7月下旬にハイデルベルグ大学において日独
6大学学長会議（日本側：大阪大学、京都大学、東
北大学、ドイツ側：ハイデルベルグ大学、ゲッチン
ゲン大学、カールスルーエ工科大学）が開催されま
したが、第2回目の学長会議が平成24年 3月に京都
大学において開催される予定となっています。大き
な狙いの一つは、この 6大学が幾つかの分野で共同
研究を行い、できれば日独両国の研究資金を獲得し、

さらに研究を推進することです。本学からは現在少
なくとも 3つの分野への参加が決定あるいは検討中
となっています。また、将来的にはこのネットワー
クを学生交流の推進にも活用できるものと期待して
いるところです。これらの大学のいずれかとの研究
交流を進めている先生方がおられましたら、是非、
国際交流オフィスまでご連絡下さい。 

日独6大学学長会議について 

役員室だより 
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大阪大学は2011年に創立80周年を迎えます 

原点へ 未来へ 
創立80周年記念事業 

○大阪大学会館の各施設 

　大阪大学会館は、「阪大人の共通の思いを寄せる
施設」、さらには、「大阪における学術の伝統を受け
継ぐシンボル」として、社学連携、産学連携、国際
連携に関するさまざまな活動が行われるように、整
備されました。 
　大阪大学会館の施設は、レンタルスペースとその
他の施設に分かれます。 
　レンタルスペースとして、アセンブリー・ホール、
講堂、会議室、セミナー室1・2、国際ラウンジ、来
賓室があります。 
　1階のアセンブリー・ホールは、フレキシブルな
空間として、様々な会議やブース形式のセミナーを
はじめ、200人程度の立食形式のレセプションなど
に利用できます。 
　2階の講堂（3階はバルコニー席）は、シンポジウ
ムや講演会、演奏会、大規模な会議などに利用でき
ます。 
　2階の会議室、セミナー室1・2、国際ラウンジは、
種々の会議や打合せ、セミナー等に利用でき、会議室、
セミナー室2はテレビ会議にも対応しています。また、
国際ラウンジには、大阪大学と海外の協定校などを
紹介しており、国際会議を開催する場合、ビジネス
センター的に利用することもできます。 
　5階の来賓室は、会議等に参加されるVIP等のゲ
ストルームとして利用できます。 
　これらのレンタルスペースは、大阪大学のHPか
ら使用申請ができます。 
http://www.osaka-u.ac.jp/ja/academics/facilities/ 
OUHall 
　その他の施設として、21世紀懐徳堂、イノベーシ
ョン展示室、IPrismルーム、総合学術博物館、適塾
記念センターがあります。 
　1階には、21世紀懐徳堂があり、大阪大学の社学
連携活動を集約し、講座やシンポジウム等様々な事
業を通じ、社会への情報発信に取り組んでいます。
大学と社会、大学の教職員、学生と広く一般市民の
方々とが集い、活動を行うことができるギャラリー

やスタジオを備えています。 
　2階には、イノベーション展示室、IPrismルーム
があります。イノベーション展示室は、イノベーシ
ョンに関連する展示を行っており、来学の際に気軽
に待合室としても利用できるスペースです。IPrism
ルームは、知的財産センターにおける教育研究や研
修等に活用するスペースです。 
　3階、4階には、総合学術博物館があり、学術標本
資料のデータベース化を進めるためのデジタル資料室、
図書資料室などとともに、学芸員養成のための博物
館実習が行える機能も備えた展示・実習室などを整
備し、また、大阪大学の歴史に関する資料を展示す
る歴史展示室（3階）もあります。 
　4階には、適塾記念センターがあり、大阪大学が
所有する国の史跡・重要文化財「適塾」や大阪に関
する研究・資料収集を行う大阪学研究部門、日蘭交
流史を含むオランダの学術・文化に関する研究等を
行うオランダ学研究部門、適塾とその関連史資料、
及び「適塾記念会」の維持・管理業務を行う適塾運
営部門を設置しています。適塾に関する文献資料等
を備えた資料室も設置し、適塾研究と関連諸分野の
研究・普及に関する活動を行っています。 

大阪大学会館の内部紹介 

大阪大学会館 
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5F 来賓室 

2F, 3F 講堂 

国際ラウンジ 

会議室 

セミナー室2

2F セミナー室1

1F アセンブリー・ホール 

5F

大阪大学会館フロア図 

4F

3F

2F

1F
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　大阪大学創立80周年記念事業の一環として、本学
のシンボル及びエコ改修モデルの施設として、大阪
大学会館の改修を実施しました。改修にあたっては、
登録有形文化財としての外観に配慮しつつ、建物の
断熱化、LED照明をはじめとする省エネ機器への更
新、太陽光発電パネルの設置など、省エネルギー化・
低炭素化に取り組みました。数値シュミレーション
による予測結果では省エネルギーの対策で 3割のエ
ネルギー需要が削減されるとともに、太陽光発電で

およそ 5割のエネルギーが自給され、空調を使用し
ない中間期の日中においては、全ての電力を補える
ノーカーボンの施設となり、無対策ケースと比べて
約7割のCO2排出削減となっています。 
　また、大阪大学会館の改修と合わせ、豊中キャン
パスのシンボル空間の形成を図るため、学生交流棟
北側に各種イベントを開催することできる広場や中
山池に面する木製のデッキを整備しました。 

大阪大学会館の改修の紹介 

■建物概要 
構　　造：鉄筋コンクリート造 
規　　模：地上5階 
延べ面積：4,257㎡ 
建  築  年：昭和3年 
登録有形文化財（建築物） 

■エコ改修事項 
太陽光発電設備 
シーリングファン 
置換換気※ 
建物断熱強化 
複層（ペア）ガラス 
気密サッシ 
全熱交換器 
高効率照明 
照明器具制御 
CO2濃度による換気制御 
高効率マルチエアコン 
エネルギーの可視化 
※居住域に清浄な空気を供給し、室内に温度成層を作る換気効率の高い換気方式 

大学会館屋上及び実践センター屋上に分散設置 
天井が高く、室内温度分布均一効果の見込める部屋について採用 
講堂で採用 
建物全般で採用（廊下等共用部等を除く居室部分で採用） 
建物全般で採用 
新規にサッシを設置する場合に採用 
建物全般で採用 
建物全般で採用（LED、高効率＆長寿命蛍光灯器具） 
昼光センサー及び人感センサーによる照明制御 
在室人員数に応じた外気取入れ量制御（講堂で採用） 
建物全般で採用 
太陽光発電及び各管理区分のエネルギー消費管理を表示 

外観 広場 木製デッキ 
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　創立80周年記念事業委員会産学官連携イベント実
行委員会は、「産業界との連携のあゆみ」と題して、
本学の研究成果をもとにした産学官連携の成果展示
を企画し、5月2日（月）開催の大阪大学会館完成式に
あわせ、同会館 1階アセンブリホール、2階イノベ
ーション展示室において80件の制作パネルの展示を
行いました。 
　本学は、産学官連携が盛んに行われていると評価
されており、実際に我々の社会生活を豊かにするこ
とに貢献した技術・手法・製品・サービス・社会制
度等を、産業界を始め一般市民の方々に向けて、本
学の研究活動が社会に活かされていることを分かり
易く解説し理解していただけるよう、各部局研究者

の協力を得ながら創立時から現在に至るまでの時代
を背景にしたパネルを制作いたしました。 
　当日は、大阪大学会館完成式の招待者である企業
や本学関係者に公開され、多くの方々にご覧いただ
きました。岸本元総長、宮原前総長にあっては、在
職当時、ご自身の研究成果が企業との連携に活かされ、
連携企業において製品化された医薬品、製品がパネ
ルに載せられているものをご覧いただきました。 
　今後、制作したパネル80件は、豊中キャンパス関
係部局分は同会館の 2階イノベーション展示室で、
それ以外は吹田キャンパステクノアライアンス棟1,2
階で順次公開しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　 （創立80周年記念事業委員会 

産学官連携イベント実行委員会） 

「産業界との連携のあゆみ」パネル展示 

　ロボカップジャパンオープンは、世界大会に向け
た国内予選的位置づけで、世界大会が国内で開催さ
れない年を除いて毎年開催されています。本年は大
阪大学創立80周年記念事業として、大阪大学が開催
委員会の一組織として参画し、主催団体の役割を果
たしました。 
　5月 3日から 5日までの三日間、インテックス大
阪 2号館で開催され、海外チーム 3チーム（台湾 2
チーム、タイ 1チーム）を含む内外 234 チーム 846
名（シニア75チーム 462名、ジュニア：159チーム
384 名）が競技に参加しました。一般入場者数は、
初日7,620人、二日目9,885人、最終日7,905人の合
計25,410人となりました。開会式では、西尾章治郎

理事・副学長、浅田工学研究科教授（前ロボカップ
国際委員会プレジデント）の挨拶に続き、東北大学
の田所諭教授による震災復興に向けた特別講演があり、
多くの聴衆の関心を集めました。また、展示ブース
には、大阪大学創立80周年記念ブースが設置され、
多くの来場者が訪れました。 
　競技では、ロボカップサッカーのヒューマノイド
リーグに本学のチームが参加し、身長 60cm以下の
キッズリーグでは7チーム中の3位、80cm以上のテ
ィーンサイズでは、大阪工業大学と本学の合同チー
ムの 1チームのみの参加で、スローインなどのテク
ニカルチャレンジをこなしていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　 （創立80周年記念事業委員会 

産学官連携イベント実行委員会） 

ロボカップジャパンオープン開催報告 
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教職協働への挑戦 
工学研究科における取り組み 

 
■　大学における教職協働活動 

　大学は主に、教員、事務系職員、学生により構成されて
います。この三者のうち、教員と学生の間には、講義や研
究活動などを通じて密接なつながりがあります。ところが、
教員と事務系職員に関しては、つながりがあるはずの大学
の運営においても、それぞれの立場で、個別に組織運営に
携わる場面が多く、教員と事務系職員が協力して何かに取
り組むという「教職協働」活動は、これまでほとんど、な
されてきていませんでした。 
 
■　工学研究科における教職協働活動： 
　　プロジェクト“C”とは？ 

　このような背景のもと、2004年度から2009年度までの
6年間、工学研究科において、Project“C”（以下、プロジ
ェクトC）（注）と呼ばれる教職協働活動が、工学研究科フ
ロンティア研究センターにおける「人間力アッププロジェ
クト」の一環として実施されました。プロジェクトCでは、
若手教員と事務部の職員が自主的に協力し、相互理解のも
と、継続的に、教職員の意識改革と組織運営改革を推進し
てきました。具体的には、毎年20名から30名の教職員（内、
六割強が事務系職員、一部、学生も含む）が集まり、主に
年数度の会議とメールによる意見交換をもとに、工学研究
科の組織運営の高度化・効率化のためのさまざまな課題に
取り組んできました。六年間の活動で、延べ75名（教員：
23名、事務系職員：46名、学生：6名）が、プロジェクト
Cメンバーとしてプロジェクトに携わりました。 
 
■　教職協働活動により得られた成果 

　プロジェクトCとして行われた教職協働活動では、数多
くの成果が生み出されましたが、とりわけ、 
・工学研究科における事務作業の高効率化を実現する業務
マニュアルの作成 
・工学研究科省エネプロジェクトの発案 
・工学研究科職員証の作成 
・工学研究科キャンパスのプチ緑化推進及び駐輪場整備 
・工学部学生のための学生目線マニュアル（工学ぶっく）
の発行 
・工学研究科事務部の職員総覧の作成 

などが代表的なものとしてあげられます。このような活動
成果は、必要に応じて工学研究科役員会に提言し、承認が
得られたものについては、工学研究科の正式な業務として
具体化され、運用されています。業務マニュアルや職員総
覧はWeb上にアップされ、教職員が日々利用しています。
プロジェクトCでなされた教職協働活動は、6年間続いて
きたという継続性に加え、ありがちなバーチャル組織では
なく、実体のともなう活動と成果があるという点において、
全国の大学の中でも前例の無い稀有なものであるといえま
す。 
 
■　教職協働活動がもたらしたもの 

　プロジェクトCにおける教職協働活動を通じて、教員と
事務系職員の間にあった垣根が取り払われ、それぞれが持
つ仕事に対する考え方などについて、相互理解が深まりま
した。加えて、他の部局にはない工学研究科独自の改革の
気風が生まれ、教職員個々の人間力がアップしました。プ
ロジェクトCの立ち上げメンバーであった、現薬学研究科
事務部の杉山真一事務長をはじめとして、プロジェクトC
の活動で培った人間力を発揮し、工学研究科以外の部局で
活躍している教職員も数多くいます。プロジェクトCのよ
うな教職協働活動が、工学研究科だけではなく、大学全体
に広がっていくことを期待しています。 
 
■　書籍の紹介 

　最後に、プロジェクトCの活動をまとめた書籍の紹介を
したいと思います。2011 年 3 月、『大学を変えた人間力
PROJECT“C”教職協働への挑戦』（四六判、フルカラー、
132頁、1,575円）が、大阪大学出版会より出版されました。
この書籍では、プロジェクトCの活動と成果を読み物風に
まとめています。工学研究科の教職員が、さまざまな問題
に直面しつつ課題を解決していく様子を伺うことが出来る
貴重な一冊となっています。また、この書籍は、大阪大学
工学部／工学研究科の事務部によって作られたものです。
大学の一部局の事務部がこのような書籍を出版することは
過去に例がなく、その意味でも貴重な一冊となっています。
大阪大学生協書籍部やAmazon.co.jp 等の書店、大阪大学
出版会にてご購入いただけます。ぜひご一読いただければ
と思います。 

工学研究科環境・エネルギー工学専攻准教授　黒　崎　　　健 
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■　謝辞 

　豊田政男先生、馬場章夫先生、池田雅夫先生、山中伸介
先生及び歴代事務部長をはじめとする工学研究科執行部の
方々のご理解があったからこそ、プロジェクトCによる教
職協働活動を続けてくることができました。この場をお借
りして感謝申し上げます。 
 
■　歴代プロジェクトリーダーからのメッセージ 

2004年度、2005年度リーダー 

工学研究科　応用化学専攻　田村　真治 

　プロジェクトCは、2004 年当時の工学研究科事務部の
経理係長、庶務係長、2006年度、2007年度のリーダーで
ある小久保先生と小職が、とある会の休憩時間中にしてい
た雑談から生まれました。恐れを知らない4人の『工学研
究科を変えることができれば楽しいね』という発想から開
始した活動であるにも関わらず、延べ 75名もの方々に参

加して頂けたことを嬉しく思っています。今後、同様の活
動が阪大全体、ひいては全国の大学に広まり、今よりもっ
と魅力のある大学になることを願っています。 
　 
2006年度、2007年度リーダー 

工学研究科　応用化学専攻　小久保　研 

　大学を変えていくのは人と人のつながりから。このプロ
ジェクトを通じ、その大きさ大切さを実感しました。「う
ちの大学・研究科・部署を良くしたい」という愛校心、慣
習や身分に囚われない柔軟な発想、そして個々の力が発揮
される「仕組み」がうまく噛み合い、小さな種を原動力に、
大きな実をもたらしたと思っています。この種で日本中に
さらに多くの花が咲くことを楽しみにしています。 
　 
（注）教職協働活動の理念にかなう単語を考えたとき、Collaboration, 

Commitment, Contact, Control, Convention, Challenge, 

Communication, Concertなど、Cではじまる単語が多いこと

から、プロジェクトCと名づけられた。 

くろさき・けん 
工学研究科　環境・エネルギー工学専攻　准教授 
プロジェクトCには、2005年度から参画。2008年度、2009年度の二年間は、リーダーとしてプロジェクトCを運営。専門は、原子力工学、エネル
ギー材料工学 

プロフィール 

工学研究科における教職協働活動をまとめた書籍『大学を変えた人間力　PROJECT“C”　教職協働への挑戦』 

プロジェクトC主要メンバー　左から、小久保　研（応用化学専攻・講師）、比嘉　勝（医学系研究科・契約係・係長）、 
黒崎　健（環境・エネルギー工学専攻・准教授）、兼田　貴史（工学研究科・経理係・主任）、 

栗原　佐智子（大阪大学出版会）、田村　真治（応用化学専攻・助教） 
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　日本語日本文化教育センターでは、3月 17日（木）に本セ
ンター多目的ホールにおいて、ＦＤ研修の一環として「ヨ
ーロッパ言語共通参照枠（CEFR）と日本語教育」と題す
る教育講演会を開催しました。 
　「ヨーロッパ言語共通参照枠」とはCommon European 
Framework of Reference for Languages（CEFR）の訳語で、
「ヨーロッパで共通の外国語学習の到達度を記述するのに
使用するガイドライン」のことです。近年ＥＵ諸国での
CEFR普及は目覚しいものがあり、わが国の日本語教育の
現場でも、その存在は無視できないものとなっています。
同講演会では、本センター学務委員長、加藤均教授の開式
挨拶の後、CEFRの日本語適用に造詣の深い真嶋潤子教授（世
界言語研究センター）から、その理念・理論並びに使用実
態について、ヨーロッパでの最新の状況を踏まえた講演を
していただきました。 

　会場に 50名を超える日本語教育関係者が集まり、活発
な質疑応答が行われ、講演会は盛況のもとに終了しました。 

（日本語日本文化教育センター） 

日本語日本文化教育センター教育講演会開催 

真嶋教授による講演 

　日本学術振興会特別研究員制度について周知し、本学に
おける応募件数の拡大と採用率の向上を図るため、平成
24年度採用分日本学術振興会特別研究員募集に関する説
明会を、応募予定者と将来的に応募予定の大学院生、学部
生を主な対象者として、去る 3月 17日（木）に吹田キャン

パスにおいて開催し、約350名の参加がありました。 
　説明会は、日本学術振興会学術システム研究センター研
究員 米田悦啓医学系研究科教授による特別研究員制度の
概要と審査方法についての講演、特別研究員の採用経験者
である森雅樹医学系研究科助教及び波江彰彦文学研究科助
教による具体的な内容をまじえた申請に係るアドバイス等
についての講演がありました。また、池田雅夫大型教育研
究プロジェクト支援室統括マネージャーから研究指導者が
作成する評価書の記入等について、研究推進部研究推進課
からは応募手続きの流れや、電子申請方法について説明が
ありました。 
　昨年からスタートして2回目の説明会でしたが、参加者
からは「審査の方法や特別研究員制度を詳しく知ることが
でき意欲が湧いた」、「採用経験者の経験談、具体的なアド
バイスが大変参考になった」、「研究業績やDC申請におけ
る自己評価の重要性についてよく理解できた」と好評であ
り、今後も継続して説明会を開催する予定です。 

（研究推進部研究推進課） 

平成24年度採用分日本学術振興会特別研究員募集に関する説明会を開催 
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　文学研究科研究推進室では、科研費や学振特別研究員へ
の応募のためのセミナーを毎年複数回開催しています。今
回は大学院生や若手研究者を対象としたセミナーを開催し
ました。 
　3月 17日（木）、文学部大会議室にて「平成 23年度科研
研究活動スタート支援・平成24年度学振特別研究員 申請
書作成セミナー」と題して開催したセミナーには、大学院
生、若手研究者合わせて 50余名の参加者があり、研究費
獲得への意欲、関心の高さをうかがわせました。当日のプ
ログラムとしてはまず、日本学術振興会学術システム研究
センター専門研究員を務めている浜渦辰二文学研究科教授
より「科研費および学振特別研究員制度の概要と今年度の
変更点」の説明があり、次いで湯浅邦弘文学研究科教授か
ら科研費審査の経験に基づく「書面審査の観点」、堤一昭

文学研究科准教授から文学研究科内での応募書類チェック
の経験に基づく申請書作成上の留意点について説明がなさ
れました。 
　プログラムの最後には、先輩の体験談として、DC1、DC2、
PD、研究活動スタート支援に採択された方々に、実際の
申請書類を配付して工夫した点などを話していただくとと
もに、今回は新たに学振特別研究員の模擬面接を実施しま
した。面接時に応募者が行うポスターを用いたプレゼンテ
ーションおよび面接担当者との質疑応答の様子を参加者に
見てもらったことは大いに刺激になり参考になったものと
思います。 
　文学研究科研究推進室では次回以後もさらに工夫を重ね、
いっそう充実したセミナーにしたいと考えています。 

（文学研究科・文学部） 

文学研究科 
大学院生・若手研究者向け科研等申請書作成セミナー開催 

学振特別研究員模擬面接 

湯浅教授とその話に聞き入る参加者たち 

　国際教育交流センターでは、毎年教職員を対象にセクシ
ュアル・ハラスメント研修会を実施しています。平成 22
年4月からの本学各種ハラスメントの相談体制、対策会議、
調査委員会などの学内組織再編と諸規程改訂にともない、
今年度は平成23年 3月 18日（金）に、ハラスメント相談室
長の大和谷厚医学系研究科教授から、監督的立場にある教
授会構成員の教員を対象に「ハラスメントのない大学を目
指して～大阪大学の新ハラスメント予防・相談体制」と題
して講演いただき、ハラスメント対策研修会を実施しまし
た。多数の出席のもと活発な質疑応答があり、各種ハラス
メントの防止のための意識喚起を行いました。 
　同日午後には国際教育交流センター教職員を対象とした
セクシュアル・ハラスメント研修会を実施し、13名の参
加のもと、セクシュアル・ハラスメント相談室専門相談員
の中野冬美先生をお招きして「セクシュアル・ハラスメン
トを防止するために～大阪大学の現状と対策」と題し、講

演を頂きました。ご講演後には活発な質問や意見交換が行
われ、セクハラの防止のための意識の強化を行いました。 

（国際教育交流センター） 

平成22年度国際教育交流センター 
「監督的立場の教員対象ハラスメント研修会及び教職員対象セクハラ研修会の実施」 
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　日本語日本文化教育センターでは、毎年、大学院言語文
化研究科言語社会専攻海外連携コースとの共催で、諸外国
の日本語・日本文化研究の関係教員や日本研究者を招いて
日本語・日本文化研究に関する国際シンポジウムを開催し
てきましたが、今年度は、かつて国費日本語・日本文化研
修留学生として本センターで学び、現在、国内外で第一線
の日本研究者として活躍中のセンター修了生ＯＢの方々3
名を招き、国際フォーラムを開催しました。 

　フォーラムは、3月 19日（土）、本センター多目的ホール
において、「日本研究の最前線―日本語・日本文化研究を
志す人のために－」と題して開催され、100名を超える参
加を得ました。 
　奥西峻介センター長の開会挨拶の後、最初にチューリヒ
大学日本学科専任講師のタン・ダニエラ氏から「現代日本
文学における男性像」、次にケンブリッジ大学・ニーダム
研究所研究員のゴダール・ジェラルド・クリントン氏から
「日本思想史における進化論」、そして最後に本学外国語学
部特任講師のベルテッリ・ジュリオ・アントニオ氏から「田
島弥平の『養蚕新論』と明治初期に来日したイタリア人蚕
種商人について」と題した発表があり、各人の最新の研究
の一端をうかがうことができました。その後、「日本語・
日本文化研究を志す人のために」というテーマで座談会が
開かれ、現在、日本語・日本文化研修留学生や交換留学生
として本センターで勉学中の学生からも具体的な質問や相
談等が寄せられました。箕面福利会館で開催された懇親会
でも、招聘者とセンター在学中の留学生との親睦が図られ、
フォーラムは成功裏に終了しました。 

（日本語日本文化教育センター） 

日本語日本文化教育センター国際フォーラムを開催 

　大阪大学附属図書館では、3月 24日（木）に近畿地区国公
私立大学図書館職員を主な対象として、研修会「図書館員
のための漢籍の第一歩」を開催しました。 
　この研修会は、漢籍を取り扱える職員が徐々に減少して
いる現状を危惧して、定期的に実施している「図書関係業
務研修会」の一環として企画されました。 
　研修会には、学内の職員 29名のほか、近畿地区の大学
図書館の職員ら計58名が参加しました。 
　堤一昭文学研究科准教授による簡潔かつ具体的な「漢籍
をめぐる基礎知識」講演に始まり、附属図書館で所蔵して
いる「懐徳堂文庫」・「石濱文庫」資料に関連する講演が学
内の担当職員によって行われました。 
　参加者からは、図書館員として今後の業務の足がかりと
なる漢籍の基礎知識を習得することができたとの声が聞か
れました。 （附属図書館） 

附属図書館で研修会「図書館員のための漢籍の第一歩」を開催 

資料を手にして受講者に説明する堤准教授 
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　3月17日（木）、18日（金）の両日、大阪大学銀杏会館にお
いて第 13回フィジカルヘルス・フォーラムが開催されま
した。本フォーラムは全国国立大学保健管理施設協議会の
常置委員会であるフィジカルヘルス委員会のもと年に一回
開催されるもので、大学の保健管理に携わる医師・専門職
が全国より集い本邦大学学生・職員の健康上の諸問題を自
由に討議することを目的としています。今回は大阪大学保
健センター長　守山がコーディネーターとして全体を企画
し、準備・運営の実務を大阪大学保健センターが担当しま
した。 
　この度は、直前3月11日（金）に発生した東日本大震災に
より開催が危ぶまれましたが、関係者間で協議し、予定の
プログラムに加えて、大規模災害に対する大学の備え、発
生時の対応、支援などの討論する場を設定することとなり
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　1日目には、大学の安全衛生管理に関わる法令に関する
シンポジウムが行われ、本学の山本 仁安全衛生管理部教
授より「国立七大学安全衛生担当者会議の対応と今後の法
改正への動き」と題して国立七大学安全衛生担当者会議よ
り国立七大学副学長会議へ提出された中間報告の概要が報
告されました。続いて今回の大震災を受けた緊急企画が行
われ、山本教授より大阪大学の震災支援への取り組みと国
立大学間の連携状況について紹介があり、活発な討議がさ
れました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　2日目は、学生支援・保護者支援に関するシンポジウム
と特別講演及び学生・教職員の自殺についてのシンポジウ
ムが行われました。学生支援シンポジウムでは本学から太
刀掛俊之学生支援ステーション学生生活相談ユニット准教
授より「学生支援におけるリスク管理―キャンパスカルト
の予防からー」について、
また松原　崇障害学生
支援ユニット助教より
「障害や慢性疾患のある
学生への修学支援―合
理的配慮（reasonable 
accommodation）の観点
からー」の講演があり、
活発に議論されました。 
 
　本フォーラムの参加者の多くは、主にフィジカルヘルス
を担当しているものの、それぞれ大学の産業医や医療スタ
ッフとして学生支援や学生・教職員のメンタルヘルスにも
関与する場面も多く、大変勉強になる有意義な内容である
との評価をいただきました。当初110名の参加予定でした
が、東北、関東地方からの参加が震災のため困難となり
84人の会員・オブザーバーの参加となりました。震災の
ため不参加となった会員にも後日報告書を送付し、今後の
参考としていただく予定です。 

（保健センター） 

第13回 
フィジカルヘルス・フォーラム報告 
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　優秀な成績を修め博士前期課程を修了する学生の栄誉を
称えるため、今年度から基礎工学研究科賞が創設されまし
た。その記念すべき第一回目の授与式が、3月 25日（金）、

関係者 23名が出席し、執り行われました。佐藤宏介副研
究科長の司会のもと戸部義人研究科長から祝辞があり、各
領域1名ずつ合計11名に賞状が授与されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（大学院基礎工学研究科・基礎工学部） 

平成22年度 
基礎工学研究科賞授与式 

第6回 
共通教育新任教員研修実施 

　3月 29日（火）、豊中キャンパスのステューデント・コモ
ンズ（教育研究棟Ⅰ）において、第6回新任教員研修を開
催しました。この新任教員研修は、2011 年度に初めて共
通教育の授業・実験を担当する常勤あるいは非常勤教員を
対象として実施しました。今回の対象者は 74名で、その
内32名（専任教員28名、非常勤講師4名）が出席し、セ
ンター教員は7名が参加しました。 
　研修の第Ⅰ部では、高杉理事・副学長から「大阪大学の
歴史」と題し、大阪大学は適塾、懐徳堂の精神を受け継ぎ、
本学は全国的にも誇れる歴史を有しているとの講演があり
ました。続いて、工藤眞由美大学教育実践センター長が、「大
阪大学における共通教育の理念」について当センターが全
国的にも特色のある全学出動方式をとり、新設されたステ
ューデント・コモンズ棟を利用した基礎セミナーや対話型
教育の促進を目指していることなどと説明がありました。
最後に、山成数明教育実践研究部長から「共通教育の仕組
みと留意点」と題して、共通教育のカリキュラム構成、様々
な場合における学生への対処の仕方、新学務情報システム
など、「授業担当教員マニュアル」に関係する実践的な情
報について説明が行われました。 
　また、今回から、新しい内容として、共通教育賞受賞者

のスピーチを取り入れ、2名の受賞者にスピーチいただき
ました。升方久夫理学研究科教授からは、良い授業をする
ために、論理的な流れをフォローしやすくすること、伝え
るための工夫（視覚的補助、話し方など）をすること心が
けているという内容のお話をいただきました。吉川徹人間
科学研究科准教授からは、授業とリンクして教科書を執筆
し、さらにそれを活用した授業を展開したこと、必ずしも
興味を持って受講しているわけではない学生を引き込むに
は、最低限一生懸命に語ろうとすることが重要であるとお
話しいただきました。 
　第Ⅱ部では、平田オ
リザコミュニケーショ
ンデザイン・センター
教授に、「対話型授業
とは何か」をテーマに
して、2時間のワーク
ショップを実践してい
ただきました。この第Ⅱ部は、関西地区FD連絡協議会の
「FD共同実施WG初任者研修」にも位置づけされた企画で、
5名の他大学参加者を含めた21名が参加しました。授業へ
の導入ゲームや企画に全員が参加し、それがコミュニケー
ションとどのように関係しているかを体験しました。平田
先生から、演劇を含めたコミュニケーションやコミュニケ
ーション・デザインについての洞察を聞き、参加した各自
が応用できる多様なヒントを得ることができる内容でした。 
　参加者のアンケート結果から、「参加して自分の授業改
善の参考になった」という肯定的な回答が多くの先生方か
らあり、有用な情報を伝達できたと考えています。 

（大学教育実践センター） 
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　本学と産業技術総合研究所（以下、産総
研と略記）との連携協定の締結を受けて、
3月30日（水）に梅田のブリーゼプラザにお
いて標記シンポジウムを開催しました。本
シンポジウムは、本学と産総研が得意とす
るライフサイエンスとロボティクスの研究
を融合し、新しい産業の創成を目指す産官
学連携プロジェクトのキックオフとして企
画されました。 
　シンポジウムでは、西尾章治郎理事・副学長の開会挨拶
に続き、寺崎智宏氏（文部科学省研究振興局）、国吉浩氏（経
済産業省近畿経済産業局）、灘本正博氏（大阪商工会議所
専務理事）から来賓の挨拶があり、本プロジェクトへの期
待が寄せられました。その後、　浅田稔工学研究科教授、
野村泰伸基礎工学研究科教授、長谷川良平氏（産総研ヒュ
ーマンライフテクノロジー研究部門）、松井俊浩氏（産総

研情報通信エレクトロニクス分野）、川出雅人氏（オムロ
ン株式会社）による講演をがあり、ライフサイエンスとロ
ボティクスの融合技術の発展性と将来性について議論しま
した。シンポジウムには産業界を中心に183名の参加があ
り、本テーマに対する関心の高さを知ることができました。
今後の連携プロジェクトの推進が大いに期待されます。 

（基礎工学研究科・基礎工学部） 

大阪大学－産総研連携シンポジウム 
「ライフサイエンスとロボティクス融合技術による新産業創成」 

西尾理事・副学長による開会の挨拶 浅田教授による講演 

　ナノサイエンスデザイン教育研究センターは、標記の修
了認定証授与式、開講式並びに特別講義を、97名（サテ
ライト教室にて43名を含む）の受講生の出席のもと、4月
1日（金）に中之島センターにおいて開催しました。 
　本プログラムは、平成 21年度より授業料の有料化と大
阪大学ナノ理工学人材育成産学コンソーシアムの支援を得
た新制度の下で実施中であり、実社会で活躍中の研究者・
技術者を対象とした4コースからなる研究科横断型の高度
社会人教育プログラム（1年間）です。また、サテライト
教室は近畿、中部、関東圏10ヶ所に拡大し、企業28社の
ご協力を得ています。 
　開式に先立って東日本大震災で亡くなられた方々に対す
る黙祷を捧げた後、修了証書授与式（7期生74名中修了者
69 名）では、赤井久純センター長（理学研究科）より、
科目等履修生高度プログラム修了認定証および大阪大学エ
クステンション修了証書が授与されました。引き続き、開
講式（8期生73名）も兼ねて、赤井センター長の挨拶、太
和田善久コンソーシアム理事、四日市教室より齋藤彰一コ
ンソーシアム理事の式辞があり、その後伊藤正副センター
長による新入生履修指導がありました。特別講義「グリー
ンイノベーションにおけるナノサイエンス・ナノテクノロ
ジー」（伊藤正特任教授）では、社会的価値観までも変え
るグリーンテクノロジーにおけるナノ理工学の役割と光科
学技術のホットな話題が提供され、受講生が質問を交えて
熱心に聞き入っていました。引き続いての受講生･教員間
の交流会には、来賓14名、阪大教員20名を含めて131名

が参加し、受講生、大学関係者相互の交流を深める絶好の
機会となりました。また、7期生までの総修了者数は 500
名を超え、これを機会に産学連携相互人材育成の一層の発
展が期待されます。 
　今年度の大学院生向けのプログラムもスタートし、ナノ
テク技術の企業における活用を説くナノテクキャリアアッ
プ特論の 5大学への配信によるプログラム共有化の増強、
大学院・社会人両プログラムの相互乗り入れによる討論重
視の土曜集中講義「ナノテクノロジー社会受容特論」とロ
ードマップを活用した「ナノテクノロジーデザイン特論」
の増強、大学院博士前期課程の大学院副専攻プログラムの
新設、後期課程の高度副プログラム化などによって人材育
成プログラム内容の一層の充実が図られています。 

（ナノサイエンスデザイン教育研究センター） 

「ナノ高度学際教育研究訓練プログラム」社会人教育プログラムの平成22年度第7期生 
修了認定証授与式、および平成23年度第8期生開講式、ならびに特別講義、交流会開催 

修了式・開講式における特別講義 
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　平成 20年度より経済産業省・文部科学省による「アジ
ア人財資金構想」高度専門留学生育成事業に採択されてい
る上記プログラムの4期生の入学式が、4月 5日（火）11時
より理工学図書館3階ホールにおいて挙行されました。 
　式は、小泉潤二理事・副学長（プロジェクトリーダー）、
馬場章夫研究科長、馬場口　登教授（各サブリーダー）を
始め、留学生所属指導教員並びに上記プログラム3期生の
出席の下、来賓として内海美保経済産業省近畿経済産業局
産業人材政策課長及びコンソーシアム企業の方々にご列席
いただき、座古勝特任教授（サブリーダー）の司会により
進められました。最初に、小泉理事・副学長および馬場研
究科長から祝辞が、また、内海課長からアジア地域と我が
国の産業発展を支える人材として今後の活躍への期待がそ

れぞれ述べられました。その後、馬場口サブリーダよりプ
ログラム入学者6名（中国5名、タイ国1名）の紹介があり、
在校生を代表して、3期生のヴィパビーさんより「母国を
含めたアジア諸国と日本の懸け橋となり、東北大震災の復
興に向けて、共に頑張りましょう」と歓迎の辞がありまし
た。続いて新入留学生を代表して、苗偉君より入学の喜び
と「アジア諸国発展に尽力出来る人材になれるように精進
したい」との表明があり、厳粛の内に執り行われた入学式
を閉会しました。 
　閉会後、ラ・シェーナにおいて入学生歓迎会が伊藤厚示
特任教授の司会で執り行われ、コンソーシアム企業からの
御来賓と共に今後の抱負、期待などが語られ、終了しまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（工学研究科・工学部） 

平成23年度工学研究科 
「アジア人財資金構想」高度アジア人材育成プログラム・博士前期課程　入学式挙行 

　平成 23年度新入生健康診断は、4月 5日（火）・7日（木）
の両日、桜の咲き始めた中、共通教育講義棟Ｃ棟で実施さ
れました。健康診断では、尿検査、内科診察、心電図・血
圧、身長・体重、胸部レントゲンの諸検査と歯科検診が行
われ、今年度の新入生3,423名が受検しました。 

　新入生健康診断の目的は、健康上の問題を早期に発見す
るとともに、自らの健康状態を把握することにあります。
何らかの異常や問題が見つかった場合には、保健センター
で再度診察や検査を実施し、健康指導をしています。心身
とも健康な状態で充実した大学生活をスタートしましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（保健センター） 

平成23年度 
新入生健康診断実施状況 
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　平成23年度の共通教育授業科目を担当するティーチング・
アシスタント（以下、TAと表記）を対象とした研修が、4
月 7日（木）に実践センター大講義室で行われました。TA
の制度は、共通教育においてきめ細かい指導を実現すると
ともに、当該学生には教育者としてのトレーニングの機会
を提供するという二つの目的を有しています。今回は、円
滑にTAの業務に従事してもらうために必要な内容に加え、
TAを真の教育の機会とするため、その意義を理解しても
らうようTA経験者によるミニシンポジウムを企画しました。
今年度も昨年とほぼ同じ243名が参加しました。また、教
育・情報室長から各部局に参観の案内が通知され、他部局
からも10名の教員が参加しました。 
　司会の山成数明教育実践研究部長による趣旨説明を受け、
最初に工藤眞由美大学教育実践センター長から本学の教育
理念、教養教育の概要が説明されたのち、ステューデント・
コモンズ、ガイダンス室、教育実践集「魅力ある授業のた
めに」などの取組が紹介されました。 
　次に、森岡裕一教授（前TA活用専門委員会委員長）から、
TA制度の基本
的な趣旨、職
務内容や従事
時間、責任権
限等を中心に、
TAの位置づけ
と業務等につ
いての説明が

なされました。 
　さらに、齊藤貴浩准教授（TA活用専門委員会委員）から、
参加者に配布された「TAハンドブック」を参照しつつ、
業務を遂行するにあたって留意すべき点が網羅的に紹介さ
れました。 
　最後に、TA体験談として、山本一晴さん（人間科学研
究科D3）、瀧野裕輔さん（理学研究科D3）、小菅雅行さん
（文学研究科D3）が壇上に立ち、TAの実務について、そ
してTAとして留意すべき点や、学んだことなどについて
語ってもらい、コメンテーターの服部憲児准教授とともに、
パネルで討論を行いました。授業の準備やコミュニケーシ
ョンが重要であることなどが再確認されました。 
　TA研修は、教育の質保証とともに大学院生のキャリア
形成の機会としてもますます重要となるでしょう。今回の
共通教育のTA研修の様子はwebCTで学内に公開される
とのことであり、より多くの人の閲覧と、全学的な発展が
期待されます。 

（大学教育実践センター） 

平成23年度 
共通教育ティーチング・アシスタント研修実施 

　4 月 8日（金）、大学教育実践センター管理・講義Ａ棟
A102 講義室、生協 3階食堂（懇親会）にて、本年度は、
国費外国人留学生 12名、私費外国人留学生 45名の計 57
名を迎え、ガイダンス、懇親会を開催しました。 
　ガイダンスでは、大学教育実践センターから、日本ある
いは大学での生活に必要な事務手続きについて説明の後、
国際教育交流センターより、所属教職員の自己紹介、日本
語授業等の履修説明や催し物のお知らせ等が行われました。 
また、OUISA や生協留学生委員会のメンバーの方から、
留学生相互、留学生と日本人学生の交流のコミュニティー
が紹介されました。 
　その後、ステューデント・スタッフを案内役に、豊中キ
ャンパス・キャンパスツアーを行い、そのまま懇親会会場
まで場所を移し、大学教育実践センターの教職員も交えて、
教職員と外国人留学生、外国人留学生相互の親睦を深める
ため懇親会が開催されました。 

　工藤眞由美
大学教育実践
センター長の
開会の挨拶に
より始めら
れ、初めて会
う教職員や留
学生同士も多
かったです
が、料理を囲み、親睦を深めることができました。 
入学当初で毎日あわただしく生活している留学生が、笑顔
いっぱいにリラックスした気分で本会を楽しんでいました。 
　最後に、大島巧大学教育実践センター留学生専門委員会
委員長（工学研究科・教授）より閉会の挨拶があり、盛会
のうちに終了しました。 

（大学教育実践センター） 

平成23年度入学 
学部１年次外国人留学生ガイダンス・懇親会 
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　平成 23年度（第 1回）新入職員研修が、4月 12日（火）
から 14日（木）までの 3日間にわたりコンベンションセン
ター及び中之島センター等において行われました。 
　この研修は、新入職員47名を対象として、｢職員として
の自覚と意識の確立を図り、新入職員として必要な基礎的
知識・技能を身につけ、職場への適応力を養い、もって、
職員資質向上を図る｣ことを目的として実施されたものです。 
　開講式では、鷲田清一総長から、法人化後の大阪大学に
求められることについての話を交えながら、本学職員とし
ての職務を認識するとともにスキルアップに努めていただ
きたい旨、激励の言葉がありました。その後、高杉英一理
事・副学長から「大阪大学の歴史について」の講義が、小
泉潤二理事・副学長から「大阪大学の教育について」の講
義が行われ、午後からは、西尾章治郎理事・副学長から ｢大
阪大学の研究推進について｣ の講義が、尾山眞之助理事・
副学長から ｢大阪大学職員に求められること｣ の講義が、

綿谷茂一総務企画部人事課長から ｢服務規律について｣ の
講義が行われました。その後、大学院工学研究科の研究室
の施設見学を行いました。 
　2日目は、大阪大学の精神的源流とされる懐徳堂由来碑
と適塾を見学し、その後、中之島センターに会場を移動し
て、中之島センターの概要の説明を受けました。その後、
専門講師により ｢社会人の常識｣ について講義・演習が行
われました。 
　3日目は、専門講師により ｢ビジネスマナー｣、｢仕事の基
本｣ 等について講義・演習が行われた後、閉講式では、尾
山眞之助理事・副学長から修了証書が授与され、この研修
で学んだことを実際の業務で活用し、大阪大学職員として
ご活躍いただきたい旨、お話しがありました。 
　この研修を通じて受講者は、大阪大学職員としての役割
を認識するとともに、お互いに親睦を深め合うなど有意義
な時間を共有でき、3日間の研修を全員、無事修了しました。 

（総務企画部人事課） 

平成23年度（第1回） 
大阪大学新入職員研修実施 

開校式（鷲田総長挨拶）　コンベンションセンターにて 

専門講師による演習　コンベンションセンターにて 

基礎工学国際棟完成式 

天吊プロジェクター3面 

研究科長からの挨拶 

　昭和 56 年に建てられた基礎工学
国際棟（旧シグマホール）は、施設
の老朽化が顕著になったことや、本
年、基礎工学部が創立 50 周年を迎
えることにより改修工事を進めてお
りましたが、このたび改修工事が終
了したことを記念して、4 月 14 日
（木）に基礎工学国際棟完成式を開
催しました。 

　当日は、戸部義人研究科長による挨拶の後、佐藤宏介副
研究科長によるAV機器等のデモンストレーションが行わ
れました。また、完成式後は設備の見学が行われました。 
　基礎工学国際棟は、車椅子 4席を含む 238名を収容し、
天吊プロジェクター 3面、アレイスピーカー、ICT 対応
AV演題、電子黒板2面、無線LAN、映像配信カメラ2台
を設置したシグマホール（旧ディスプレイ室）、69名を収
容し、天吊プロジェクター1面、ICT対応を設置したセミ

ナー室、およびポスターセッション・休憩室等に使用可能
な多目的スペースを配し、国際会議をはじめとする多様な
会議、セミナー等に利用できる施設としてリニューアルし
ました。 
　なお、施設は他部局にも開放し、一般使用は6月中旬以
降に開始される予定です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（基礎工学研究科・基礎工学部） 
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　本学の創立80周年を学内外へ広報するために、「学生企
画による創立 80周年記念広報事業」として、キャンパス
間を運行するスクールバスに学生がラッピングのデザイン
を企画しました。 
　デザインは本学の美術部が、創立 80周年記念の『原点
へ　未来へ』のテーマをもとに、お馴染みの「マチカネワ
ニ」と「いちょうマーク」を学生らしい自由な発想でリメ

イクしています。 
　スクールバスは7台で運行されており、そのなかの1台
にこのデザインが施されています。運行期間は、平成 23
年8月8日までとなっていますので、ぜひ見つけてください。 
 

〈美術部からのコメント〉 

　「原点へ・未来へ」をテーマにデザインしました。みな
さんご存知のマチ
カネワニと阪大の
いちょうマークで
すが、これまでと
は一味違った姿に
なっています。夏
までの短いお付き
合いですが、可愛
がってくださいね。 
（学生部学務課） 

学生企画による創立80周年記念広報事業 
ラッピングバス運行開始 

第15回 
APRU年次学長会議開催 

　本学が加盟するAPRU（Association of Pacific Rim Universities）
第 15回年次学長会議がGlobal Summit of University 
Presidents 2011（GSUP）と題する、ホスト校の清華大学（中
国）創立 100周年記念式典とともに 4月 22日（金）から 24
日（日）にかけて同時開催され、本学から辻毅一郎国際交流
室長、山内国際公共政策研究科教授、向井国際交流オフィ
ス国際交流課長が出席しました。 
　GSUPにおいては、世界 134 大学 /295 名が出席し、参
加大学の銘板入り記念植樹やUniversity Governance, 
Interdisciplinary Research Development, Social 
Responsibilities of Leading Universities, Trends in 
International Collaborationを各テーマとする分科会が行わ
れ、全体会議で 4つのC（Cooperation（大学間の連携）, 
Cultivation（将来のリーダー育成）, Contribution（地球規
模課題に対する解決への貢献）, Creation（大学の経営戦

略によって創成される相乗効果））が重要なキーワードと
する声明が宣言されました。 
　APRU年次学長会議では、昨年度の活動報告及び会計報
告、Steering Committeeのメンバー選出方法等について審
議されました。 
　APRUは、環太平洋地域に所在する主要な大学（現時点
42 大学が参画）により構成され、経済発展、技術移転、
大気汚染等の諸課題に関して、教育・研究の側面から協力・
貢献することを目的とし 1997年に設立されました。今回
の会議は、清華大学創立100周年記念式典との同時開催に
より参加者が多数に及んだこともあって例年に比べて活発
な意見交換ができる絶好の機会となりました。 
なお、来年度の第 16回 APRU年次学長会議は、オレゴン
大学（米国）がホスト校となり6月 26日から29日にかけ
て開催される予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（国際交流オフィス国際交流課） 
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平成23年度 
学生定期健康診断実施状況 

　全学生を対象とした平成23年度学生一般定期健康診断は、
4月11日（月）～4月28日（木）に保健センター豊中本室なら
びに保健センター吹田分室で実施されました。 
　今年度の定期健康診断期間中は、雨天が続き、受検する
学生が少なくなるのではないかと心配されましたが、学生
の健康への意識の高まりもあり、今年度の受検者は18,454

名、受検率は74.9%で、前年度より0.2%上昇しました。健
康診断は、健康の保持・増進のため、また疾病の有無とそ
の早期発見に役立ちます。次年度は、言語文化研究科、国
際公共政策研究科、文学研究科・文学部の学生さんも積極
的に受検してください。 
　受検状況は、下表のとおりです。 

 
（保健センター） 

部　　局 

学　部　合　計 
 
 
 

総　合　計 

学生数 
文学研究科・文学部 
人間科学研究科・人間科学部 
法学研究科・法学部 
経済学研究科・経済学部 
理学研究科・理学部 
医学研究科・医学部 
医学部保健学科 
歯学研究科・歯学部 
薬学研究科・薬学部 
工学研究科・工学部 
基礎工学研究科・基礎工学部 
外国語学部 
言語文化研究科 
国際公共政策研究科 
情報科学研究科 
生命機能研究科 
高等司法研究科 
連合小児発達学研究科 
研究所他（研究生・科目等履修生） 
 
 
歯科技工士学校 

1,321 
1,133 
1,267 
1,385 
2,049 
1,530 
955 
607 
671 
6,101 
2,752 
3,094 
394 
206 
397 
236 
289 
37 
185 

24,609 
 

43 
 

24,652人 

772 
801 
898 
973 
1,684 
1,148 
832 
494 
565 
4,668 
2,397 
2,087 
204 
111 
313 
194 
219 
8 
45 

18,413 
41 

18,454人 

58.4% 
70.7% 
70.9% 
70.3% 
82.2% 
75.0% 
87.1% 
81.4% 
84.2% 
76.5% 
87.1% 
67.5% 
51.8% 
53.9% 
78.8% 
82.2% 
75.8% 
21.6% 
24.3% 
74.8% 

 
95.3% 

 
74.9%

受検者数 受検率 

　理学研究科および理学部は、東アジアだけでなく東南ア
ジア諸国とも積極的な交流を推進していますが、4月にマ
レーシアのマラヤ大学から5名の物理学の教授が理学研究
科を訪問されました。このマラヤ大学は、シンガポールが
独立してマレーシアという国ができる以前から存在する、
マレーシアで最古でかつ最も優秀な学生と教員を擁する大
学であります。 
　平成 21年に、マラヤ大学理学部と本学の理学研究科お
よび理学部は、学術交流協定および学生交換覚書を調印い
たしました。その調印以降、平成 22年 9月には、本学の
理学研究科物理学専攻の5名の教授がマラヤ大学に出向い
て、第1回物理交流ワークショップを開催しました。それ
に引き続き、今回のマラヤ大学からの訪問となり、第2回
物理交流ワークショップを開催し、理学研究科長を表敬訪

問されました（写真）。 
　これまでに、共同研究の発足や、本学の1名の学生委託
などの具体的な交流が進められてきています。今回の訪問
を機に、より熱い交流が進展すると期待されます。 

（理学研究科・理学部） 

マレーシアのマラヤ大学理学部物理学教室から訪問団が来日 

マラヤ大学訪問団 

学生数：平成23年 4月 1日現在 
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　21世紀懐徳堂主催「第5回 植物探検隊＠春の待兼山を
訪ねて」を4月 17日（日）、24日（日）に豊中キャンパスで開
催しました。講師は『キャンパスに咲く花』（大阪大学出
版会）の編者の一人、栗原佐智子先生。 
　豊中キャンパスの待兼山は里山の自然がそのままの状態
で残されており、その貴重な自然スポットで植物の観察会
を行うこの企画は、大変好評で、年2回、春と秋に開催し
ています。今回は、両日で約63名の参加がありました。 
探検隊一行は大阪大学会館に集合後、阪大坂の階段から待
兼山へ。順次目に入る植物について、講師の解説を聞きな
がら待兼山の植物観察を行いました。舗装された散策路を

外れ、草をかき分けて進むルートでは、今回は貴重な在来
種や珍しいキノコ「アミガサタケ」を発見しました。 
　後半は 21 世紀懐徳堂スタジオにてトークセッション。
各キャンパスに見られる豊富な植物等がスライドで紹介さ
れました。その後、質疑応答ではキャンパス内の植物や新
種についての意見が交換されました。参加者からは、「身
近にある植物について、実際に見ながら説明をしていただ
き、大変興味深く楽しむことができた」、「待兼山の自然を
身近に体験できた」、「豊かな植物に驚いた」等の声をいた
だきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（21世紀懐徳堂） 

豊中キャンパスで里山散策。 
「第5回植物探検隊＠春の待兼山を訪ねて」 

OUCE（大阪大学室内楽アンサンブル　Osaka University
　Chamber Ensemble）の第12回演奏会が4月30日（土）に、
コンベンションセンターMOホールにて開催されました。 
　いちょう祭、吹田祭関連行事として、年2回、春と秋に
演奏会を開いており、大学関係者、近隣にお住まいの方な
どを中心に 125名の方に来ていただくことができました。
アンケートからも、回を重ねる毎に、ご好評の声が強まっ
ていることに、メンバー一同喜び、励みとさせていただい
ております。 
　今回は、ピアノ連弾やチェロソナタなど今まで演奏する
機会のなかった楽器編成にも取り組みました。特にピアノ
連弾は1つのピアノを4手で演奏するという力強さで、ご
好評をいただきました。 
　毎回、趣向をこらしたプログラムを考えておりますので、
どうぞ今後もご支援いただき、演奏会へ足をお運びくださ
いますよう、よろしくお願いいたします。 
　第13回演奏会は11月3日（木・祝）を予定しております。
大阪大学で、日常的に音楽を楽しむ時間を持ち文化の種を
育てることが、OUCEの目標でありますので、ぜひ皆様お
誘い合わせの上、お越しください。 

　OUCEの活動は、ホームページ（http://orchestra.musicinfo. 
co.jp/_ouce/）＊をご覧ください。 
（＊当ホームページは、クラシック音楽情報センター (http://www. 

musicinfo.com)より、サーバーの無償提供を受けています。） 

♪ただいまメンバー募集中♪　特にチェロ奏者の方のご参加をお

待ちしております。 
（OUCE） 

大阪大学室内楽アンサンブル第12回演奏会 

第12回演奏会 
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人権問題に関する映画会開催 

　人権問題に関する映画会が、憲法週間中の5月 2日（月）
に大学教育実践センター　共通教育講義棟Ｃ－206で開催
されました。 
　この映画会は、人権問題啓発行事の一環として毎年行っ
ているもので、今年度は人権問題全般について認識を深め
てもらうため、次の作品「ジョゼ
と虎と魚たち」（障害者問題）を
上映しました。 
　午後3時からの上映で、教職員・
学生等約 50 名の参加者があり、
参加者は最後まで熱心に映画を鑑
賞しました。 
　人権問題に対する正しい理解と
認識を深めるため、引き続き各種行
事を予定していますので、みなさま
の積極的な参加をお願いします。 （人権問題委員会） 

　5月 2日（月）及び5月3日（火）の両日に、全学をあげて新
入生を歓迎するとともに、教職員・学生の親睦及び地域と
の連携を図ることを目的とした ｢いちょう祭｣ が、今年度
も吹田キャンパス、豊中キャンパスの2つのキャンパスで
開催されました。 
　当日は、例年と同様、各部局等による施設開放、展示会、

講演会、園遊会等のほか、東日本大震災からの復興に寄与
するため学生自らが企画したチャリティーバザー、義援金
の募集が行われました。 
　新入生のほか、大阪府下の各高等学校など学外の方々へ
広く参加を呼びかけ、多数の参加者が訪れました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（総務企画部総務課） 

いちょう祭開催 
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体育会六賞及び課外活動総長賞の表彰式開催 

　5月 2日（月）のいちょう祭において、平成22年度体育会
六賞及び第 12回課外活動総長賞の表彰式が、豊中キャン
パスのメインステージで行われました。爽やかな晴天の下、
受賞団体部員の他一般学生も多数集まって賑やかな雰囲気
の中、表彰式は行われました。 
　「体育会六賞」は、大阪大学体育会所属運動部及び各運
動部員の部活動に対する励みの目標とし、あわせて学生の
健全な課外活動を助成する主旨のもとに設置されたもので、
以下の基準に基づき、体育会において選考されました。 
「赤堀賞」…年間最優秀クラブ 
「会長賞」…年間最優秀選手 
「釜洞賞」…年間で最も特色のある活動を行ったクラブ 
「熊谷賞」…年間最優秀女子クラブもしくは選手 
「山村賞」…七大戦において顕著に活躍したクラブ、とり

わけ前年度より著しく順位が上昇したクラブ 
「宮原賞」…七大戦において優勝を収めた全てのクラブ 
　また、「課外活動総長賞」は、学生の課外活動の充実と
更なる活発化を図ることを目的として、前年度において特

に優れた活動を行った学生団体等を表彰するもので、体育
系、文化系の大学公認及び学部公認団体から、非公認のサ
ークル団体等まで、学内の全ての課外活動団体等を対象に
公募をした結果、今回は 20件の応募があり、これら応募
のあった団体等の様々な活動報告に基づき、学生生活委員
会において選考されました。 

（学生部学生・キャリア支援課） 

　今回、表彰を受けた団体及び個人は次のとおりです。 

体育会 
六賞 受賞団体・個人 表彰の対象となった主な成績等 

赤堀賞 

会長賞 

熊谷賞 

釜洞賞 

山村賞 

 

宮原賞 

硬式野球部 
フェンシング部　石井　崇明 
少林寺拳法部　深谷　望 
該当なし 
剣道部 
硬式野球部、自動車部、少林寺拳法部、 
水泳部女子、男子ソフトテニス部、体操部 
陸上競技部男子、陸上競技部女子 

2010年度春季リーグで1部昇格 
全日本個人選手権大会　エペ部門6位入賞 
関西学生大会自由組演武男子2段の部など、男子の部で好成績 
 
2年連続の最下位から2位へ順位を上げ、七大戦優勝に大きく貢献 
 
七大戦で優勝 

課外活動 
総長賞 受賞団体・個人 表彰の対象となった主な成績等 

最優秀賞 

 

優秀賞 

 

 

 

特別賞 

該当なし 
金沢　朋幸（ラクロス部） 
落語研究部 
アカペラサークルinspiritual voices 
競技かるた会 
フェンシング部 
少林寺拳法部 
間島　恭子 
大阪大学フォーミュラレーシングクラブ 

 
選考会を経てU-22日本代表に選出 
「策伝大賞」で、最優秀賞にあたる「策伝大賞」受賞 
テレビ番組「ハモネプ」全国優勝 
A級9大会優勝、最多勝・ポイントランク全国1位獲得 
全日本個人フェンシング選手権　エペ部門6位入賞 
関西学生新人大会　六連覇、全日本学生大会男子弐部　二位 
四万十川ウルトラマラソン女子29歳以下の部　優勝 
全日本学生フォーミュラ大会　総合優勝 
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　基礎工学研究科では、5月 6日（金）に「平成23年度基礎
工学部・基礎工学研究科初任教員研修会（初任者ＦＤ）」
を同研究科Ａ棟会議室において実施しました。 
　この研修会は、新たに赴任し、基礎工学部・基礎工学研
究科の教育研究を担当することになった教員を主な対象に、
大阪大学、基礎工学部、基礎工学研究科の現状についての
認識を深めるとともに、大学教育を担当する教員として、
教育に関する力を高めることを目的として平成 15年度か
ら実施しているものであり、今年度の研修会には、基礎工
学研究科、並びに極限量子科学研究センターから 27名の
教員の参加がありました。 
　当日は、戸部義人研究科長による「基礎工学部・基礎工
学研究科の沿革と現在」の講演に始まり、和田成生教授に
よる「競争的研究資金獲得の重要性と研究者倫理」の後、
佐藤宏介教授による「基礎工学部・基礎工学研究科の教育」、
飯國洋二教授による「ハラスメント防止の重要性」と続き、
最後に森椙正則事務長による「大阪大学と基礎工学研究科

の事務処理」についての講演が行われました。 
参加した 27名の教員は、受講生という立場でメモを取り
ながら熱心に聞き入っていました。 

（基礎工学部・基礎工学研究科） 

基礎工学部・基礎工学研究科初任教員研修会実施 

戸部研究科長による講演 

安全保障輸出管理に関する説明会の開催について 

　5月 12日（木）コンベンションセンター会議室において、
安全保障輸出管理に関する説明会を開催しました。長谷俊
治総長補佐（安全保障輸出管理統括責任者）の挨拶に続き、
研究推進課石田英之特任教授による一次スクリーニング調
査のフォローと貨物・技術の該非判定等についての講演、
研究推進課橘善輝特任准教授（輸出管理マネージャー）に
よる安全保障輸出管理の概要についての講演、研究推進課
専門職員による学内手続についての説明を行いました。参
加者は各部局の教員や安全保障輸出管理実務に携る事務職
員等約70名でした。本学においては平成22年 4月より安
全保障輸出管理についての取り組みが始まったばかりで、
学内においては業務に対する戸惑いが多く見られます。終
了後の参加者からのアンケートでは「疑問が解消され、参
加してとてもよかった」等の感想とともに、「専門用語が
難しい」等の感想も寄せられました。研究推進課では、全

学的な説明会や部局ごとの説明会等を今後も積極的に開催
し、安全保障輸出管理に関する周知活動を進めていきます。 

（研究推進部研究推進課） 
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　大阪大学未来基金は、今年も新入生を対象として「マイ
ボトル・キャンペーン」を実施しています。このキャンペ
ーンは、新入生に大阪大学のロゴ入りのステンレスボトル
を配布し、日々の生活に役立てもらいながら、身近な “エ
コ”について考えてもらう企画で、昨年に続き環境省、大
阪大学生協の協力を得て実施します。 
　5月 16日（月）のキャンペーン初日には、在阪のテレビ局
が取材に訪れ、ボトルを受け取りにきた学生や、阪大生協

が設置している
ミネラル水給水
機を利用する学
生を取材する姿
などが見られ、
学 生 か ら は 、
「節約になりう
れしい」「環境
にもやさしい企

画と思う」などの
声が聞かれました。 
　新入生が、この
キャンペーンに参
加するためには、
携帯電話を使って
簡単なアンケート
に回答することが
条件となっており、
キャンペーンへの
応募動機や、ペットボトルや缶飲料の購入量などについて
約10問の質問に回答してもらいました。アンケート調査は、
年間4回実施する予定で、マイボトルの使用頻度や、ペッ
トボトルや缶飲料の購入回数などを調査し、学生の環境に
対する意識や行動にどのような変化が見られるか継続的に
調査していく予定です。 

（基金事務室） 

マイボトル・キャンペーン 

ボトル受取の様子 

ボトル受取後に取材を受ける学生 

　この度、東島清理学研究科長のお計らいで、理学研究科
に保管されていた長岡半太郎初代総長直筆の扁額「勿嘗糟
粕」が本部に移管され、現在、総長室に掲げられています。
長岡先生は、1865 年に現在の長崎県大村市に生まれ、東
京大学理学部物理学科で学ばれました。その研究は原子物
理学、応用物理学、地球物理学など物理学の広範囲にわた
り、独創的で斬新な着想に基づく数多くの研究業績は、当
時最も進んでいたヨーロッパの科学を超えるものと評価さ
れていました。中でも有名な「長岡の原子模型」は、ボー
アの模型よりも 10年も前に発表された画期的な研究成果
でした。 
　大阪大学が第6番目の帝国大学として開学する1931年 5
月当時は、理化学研究所主任研究員として物理学の研究に

没頭していた時機で、大阪帝国大学初代総長の就任に当た
っては「柄にもない、御免蒙る」と再三固辞されましたが、
時の文部大臣が三顧の礼で迎えたと言われています。 
　「勿嘗糟粕」の書は、1934年 6月に 3年務めた阪大総長
を辞す際に、「阪大を去るに当たっての辞」として、「阪大
を日本一の大学にするため、教授陣には私の力の限り新鋭
をすぐって集まり頂いたつもりだ。そして研究第一、殊に
産業科学の研究に力を入れる気運を作った。長岡は今大阪
を去るが、どうか教授・学生共々に、この阪大の学燈を守
って頂きたい」と切々な気持ちを吐露し、これを「糟粕を
嘗むる勿れ」〈糟粕すなわち酒をしぼったあとの残りかす
を舐めるようなこと（研究）はするな、常に独創的であれ〉
という戒めのことばとして揮毫されたと伝えられています。 

　この書は、阪大創設時
の理学部と医学部に託さ
れ、今日まで大事に保管
されてきました。もう一
つの扁額は附属図書館生
命科学図書館に掲げられ
ています。 
注）この記事を書くにあた

っては、長岡半太郎著

「隨筆」及び大阪大学歴

代総長餘芳（大阪大学

出版会）を参考にしま

した。 

（総務企画部） 

総長室に「勿嘗糟粕」の書 

長岡半太郎初代総長 「勿嘗糟粕」とともに（東島理学研究科長（左）と鷲田総長（右）） 

そうはく 

な　　　　  なか 
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大阪大学における東日本大震災復興支援 

　3月11日に発生した東日本大震災により甚大な被害を受けられたすべての方々に、心からお見舞い申し上げます。 

　大阪大学では、この激甚な災害に対し、東日本大震災復興支援対策会議（議長：鷲田清一総長）を設置し、本学の被災

学生への支援をはじめ、関係各所からの要請への迅速な対応や地震で被災された皆様への支援など、本学としてできうる

限りのあらゆる復興支援を行っています。 

　今回、その活動の一部として、本学において開催したシンポジウムの紹介と、学生のボランティア活動に関する取組を

紹介致します。今後も引き続き、教員、職員、学生が協力し、大学として、個人として、いま考えられるあらゆる支援活

動の取組を進め、行動に移したいと思います。 

核物理研究センター・藤原守准教授 

1．シンポジウム開催 
 
　本学では、学内の各分野の専門家からの緊急提言として、
それぞれの専門分野を活かした様々なシンポジウムを開催
しました。一例としていくつかのシンポジウムを紹介させ
て頂きます。今後も、大阪大学に属する「大学人」として
できることを市民の方々と一緒に考え、発信を続けて行き
たいと思っています。 
 
■「震災のいまとこれから」－私たちに何ができるのか－ 

　4月 29日（金）、大阪大学中之
島センターにおいて大阪大学【緊
急】シンポジウムとして、標記
のシンポジウムを開催しました。 
　本シンポジウムでは、東日本
大震災に対し、私たちは、かつ
ての被災体験をどのように活か
し、いま、一人の市民として何
ができるのかを、そして、大学
人としてどのような「英知」を
差し出せるのか市民の方々と一
緒に考え、発信することを目指しました。  
　当日は約300名の方に参加頂き、大変に意義深いシンポ
ジウムとなりました。当日の内容は本号の背表紙にも詳細
を記載しております。そちらも参考にご覧ください。 
 
■いちょう祭緊急講演会－今だから知ろう放射線と放射能

のこと－（核物理研究センター・安全衛生管理部主催） 

　東日本大震災発生を受け、核物理研究センターと安全衛
生管理部では、5月 3日（火）に本学大学教育実践センター
において、いちょう祭の緊急企画として標記講演会を共同
で開催しました。講師の核物理研究センター・藤原守准教
授（演題：放射線とは？放射能とは？その影響は？－みん
なにわかる放射能入門－）と医学系研究科・中島裕夫助教
（演題：放射線を正当に怖がるための基礎的な放射線生物
学－線量と人体影響と法律－）からは、一般の方にも分か
りやすく放射線とその人体への影響、関係する法律の内容
等について説明があり、地域住民の方を含め参加者は熱心
に耳を傾けていました。　 

■「阪大病院フォーラム：東日本大震災に対する阪大病院

の対応」（医学部附属病院主催） 

　5月 11日（水）、医学部講義棟において、「東日本大震災
に対する阪大病院の対応」と題して「阪大病院フォーラム」
を開催しました。他部局からの来聴者も含めて約250名が
参加する中、阪大DMAT（災害派遣医療チーム）および

医学系研究科・中島裕夫助教 

阪大病院フォーラムの様子 
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ドクターヘリチームの参加者から現地での活動状況等につ
いて具体的に報告され、また病院のバックアップ体制等に
ついても活発な意見交換がなされました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2．学生のボランティア活動に関する取組 
 
　本学での学生のボランティア活動に関する取組として、
災害の発生した当初は、学内において種々の災害復興支援
活動に協力頂ける学生ボランティアを募集しました。この
募集には200名を超える学生からの協力申込があり、学内
の各部局に保管されていた物資の取りまとめ、発送準備作
業等に協力を頂きました。 
　その後、4月 13日（水）には、現地での災害ボランティア
活動を希望する学生を対象に、被災地の現状を知ること、
ボランティア活動に際する一般的な注意事項を知ることを
目的とした説明会を開催しました。被災地での支援活動に
携わる教員による現地の報告と説明、活動に際しての注意
事項等の説明が行われ、質疑応答、今後の活動についての
意見交換等、活発な議論が行われました。5月 25日（水）に
は第2回として、説明会に引き続き、学生支援ステーショ
ンの主催で震災ボランティア活動に関わる学生の報告・意
見交換会が行われ、学内の有識者や神戸大学学生ボランテ
ィア支援室等の教職員を交えて、今後の取り組みについて
活発な議論がなされました。 
　学習成果を活かし、使命感をもったボランティア活動へ
の参加については、将来の社会の担い手となる学生にとっ
て、極めて有意義なものと考えられます。しかしながら、

現地でのボランティア活動は、引き続き困難な条件の中で
活動を行う必要があること、余震等の二次災害の危険を伴
うことなどが予想されるため、活動を行うに当たっては周
到な計画と慎重な行動が必要となります。本学では引き続
き、このような説明会の実施等を継続し、現状を理解しな
がら、今自分ができることを、教員、職員、学生が共に考
え、支援活動を継続していきたいと考えています。 
 
■「学生からのメッセージ」　震災ボランティア活動に参

加して 

　実際にボランティア活動を行ってきた学生からのメッセ
ージを以下に紹介させて頂きます。 

阪大DMAT、ドクターヘリチームの現地での活動の様子 

ボランティア活動に関する報告・意見交換会（2011年5月25日） （東日本大震災復興支援対策会議） 

◆災害ボランティアサークル「すずらん」の活動について 
すずらん代表  成川隆文さん（工学研究科博士前期課程1年） 

　3.11の東日本大震災を受け、この4月に阪大生有志により災害ボラン
ティアサークル「すずらん」が結成されました。災害復興のために、個々
の学生が出来ることは限られていますが、時間と活力を持った学生が
協力・団結すれば成し遂げられることはある。学生としての出来る限
りを、被災者のために、という思いで立ち上がったのがこのすずらん
です。毎週のミーティングを通して、「被災地から遠く離れた学生にで
きる支援は何か？」といった調査からスタートし、5月のGWからは、
大きな被害を被った岩手県九戸郡野田村でボランティア活動を開始し
ました。5月は毎週被災地や避難所での活動を行い既に10名のメンバ
ーが被災地で泥かきや仮設住居入居時の引っ越し作業、メンタルケア
の活動を行いました。復興の道のりは10年、20年を要します。すずら
んは長期に継続して、地域密着・被災者と心の通った復興支援活動を
行っていきます。すずらん公式サイトでは、すずらんの詳細や被災地
の状況、学生に出来る支援は何か？といった様々な情報を発信してい
ます。また、すずらんMLにご登録頂ければ、どなたでもすずらんと一
緒に災害ボランティア活動をすることができます。阪大生の皆さん、
被災地の復興のために共に活動しましょう。 
すずらん公式サイト：http://suzuran.jpn.org/index.html　 

◆日本災害救援ボランティアネットワーク（NVNAD）の活動
をとおして 

細田夢乃さん（人間科学研究科博士前期課程2年） 
　私が行ったボランティア活動は、兵庫県西宮市で行った活動と岩手
県九戸郡野田村で行った活動の二種類です。どちらも「日本災害救援
ボランティアネットワーク（NVNAD）」を通じて行いました。西宮市
では、事務所の手伝い（電話対応・データ打ち込みなど）・街頭募金・
救援物資の仕分けをし、野田村では、個別訪問・物資仕分けなどをさ
せていただきました。被災地以外での活動と被災地での活動の両方を
経験したことから、今後は両者をつなぐ活動をしていきたいです。た
とえば関西にいらっしゃる県外避難者の方の支援などを考えています。
被災地での活動が災害ボランティアのすべてではありませんし、被災
地へ向かうNPOなどの団体を（事務補助や寄付などで）サポートする
ことも、間接的に被災地を支援することにつながります。さまざまな
事情で被災地に向かうことができない阪大生も、各自にあったボラン
ティアのやり方を考えることが大切だと思います。 

野田村でのボランティア活動の様子 
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最先端・次世代研究開発支援プログラムに採択された研究者の紹介 
　阪大NOW4月号でお知らせしたとおり、「最先端・次世
代研究開発支援プログラム」（内閣府、独立行政法人日本
学術振興会）について採択課題が決定し、本学から 25名
が採択されました。 
　このプログラムは、世界をリードすることが期待される
潜在的可能性を持った研究者に対する研究支援制度であり、
「新成長戦略（基本方針）」（2009 年 12 月 30 日閣議決定）
において掲げられたグリーン・イノベーション又はライフ・
イノベーションの推進を図ることが目的のひとつとなって
います。 
　本号ではライフ・イノベーションで採択された 14名に

ついて、研究者のプロフィールと研究課題の概略をお知ら
せします。ライフ・イノベーションでは、生命機能や疾患
原因の解明等の基礎研究から医療での応用実践を見据えた
研究開発まで、健康社会の実現を目的とした先端的な研究
開発を通して、斬新な発想により新たな成長の課題解決に
挑戦することが期待されています。 
 
※次号では、グリーン・イノベーションで採択された 11
名を紹介します。また、研究課題の概略は、大阪大学ホー
ムページでもご覧いただけます。（トップページ ＞ 教育・
研究活動 ＞ 最先端・次世代研究開発支援プログラム） 

おぎ・ひろつぐ 
略歴：大阪大学基礎工学研究科物理系専攻博士前期課程修了。大阪大学基礎工学研究科助手、米国国立標準技術研究所客員研究員を経て2000年より現職。

2007年 JSTさきがけ研究員（兼任）、2010年 ClampOn Inc・技術顧問（兼任）。 

プロフィール 

診断・創薬イノベーションを実現する超高感度振動子バイオセンサーの創成 
基礎工学研究科 准教授・荻　博次 
血液検査においてガンや認知症の診断を行うには特殊な
タンパク質を検出する必要があるが、現状では長時間を
要し感度も不十分なため、早期発見が困難な場合が多い。
発症初期において、すぐに正確な検査結果を示す装置が
存在すれば、予防医学において大きな進歩が成し遂げら
れ、我が国の膨大な医療費の削減に貢献する。本研究で
は、血液中の微量なタンパク質を高感度に検出する振動
型センサーを開発する。血液採取後すぐに病気の診断が
可能となるほどの、迅速性と高感度化の達成を目指す。 

鳴り響く振動子表面に標的タンパク質を
吸着させ、振動子の見かけの質量を増加
させると共振周波数が低下する。この原
理を用いて吸着したタンパク質の質量を
検出するセンサーが振動子バイオセンサ
ーである。 

たての・たかし 
略歴：大阪大学基礎工学研究科物理系専攻博士前期課程修了。NTT基礎研究所、大阪大学基礎工学研究科助手、ケンブリッジ大学リサーチアソシエイト、

大阪大学基礎工学研究科准教授を経て2011年6月より現職。2007年 産業技術総合研究所外来研究員、2007年 JSTさきがけ研究員。 

プロフィール 

聴覚中枢神経マイクロ・インプラントにおけるシステム・インテグレーションの
基盤形成 ／ 生命機能研究科 特任准教授・舘野　高 
先天的な高度難聴児は、国内で毎年1,200人程度産まれ
ると推定され、3歳頃までに人工内耳などの埋め込み型
聴覚機器（聴覚インプラント）を装用すれば、話したり
聞いたりすることが通常の人と同様にできると言われて
いる。現在の聴覚インプラントは海外製品が多く、音質
が劣る場合もあると言われており、さらに高機能で小型
の国産製品が望まれている。この研究では、補聴器や人
工内耳の利用が困難な人でも聴知覚が得られる新たな聴
覚インプラントの小型集積化技術を開発する。 生体内の細胞の機能を模擬して音の振動

を増幅する微小な機械部品を開発する。 
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ふじた・かつまさ 
略歴：大阪大学工学研究科博士後期課程修了。博士（工学）。日本学術振興会特別研究員、大阪大学フロンティア研究機構科学技術振興特任教員、大阪大学

工学研究科助手、同助教を経て2007年より現職。2008年 JST ERATO袖岡プロジェクト グループリーダー（兼任）。 

プロフィール 

生体機能可視化のための超解像分子イメージング技術の開発 
工学研究科 准教授・藤田克昌 
我々が光の中で暮らすように光は生体にやさしく、それ
を用いる光学顕微鏡は生物を観察するには不可欠なツー
ルである。しかし、光には波の性質があり、その波（大
きさ約 400 ナノメートル。ナノ＝ 10 － 9）に埋もれてし
まうような、小さな物体や細胞内での生体機能の観察に
は、光学顕微鏡の解像力では不十分である。この研究で
は、光の性質の限界を超えて、より微細な生体構造を観
察できる光学顕微鏡技術を開発する。研究の成果は基礎
生物学だけでなく、基礎医学、創薬にも役立つ技術とな
ると期待される。 

生きた細胞や生体組織内部の分子の動きを、
高い解像度で捉える顕微鏡を開発する。 

なかの・たかよし 
略歴：大阪大学工学研究科金属材料工学専攻博士前期課程修了（1992年）。博士（工学）（1996年）。大阪大学工学部助手（1992年）、大阪大学工学

研究科講師（1999年）、大阪大学工学研究科助教授（2001年）を経て2008年より現職。 

プロフィール 

骨微細構造から学ぶ骨生体材料学の構築と骨配向化制御 
工学研究科 教授・中野貴由 
超高齢化社会の日本では、骨疾患の解明や骨再生・治療
法の確立が急務である。一方従来型の骨密度を中心とし
た診断・治療だけでは、骨医療の限界を迎えていること
が世界的にも問題視されている。この研究では、骨を構
成するアパタイトの配列度合いが、骨の強さを支配する
ことに着目し、骨配向性の立場から骨生体材料学の構築
やそれに基づく骨配向性制御に挑戦する。骨配向性制御
メカニズムの解明は、新たな骨再生・治療法の実現につ
ながり骨粗鬆症薬開発への応用や新規人工関節の実用化
などが期待される。 

ふじもと・ゆかり 
略歴：大阪大学理学部卒業。博士（理学）。住友化学工業株式会社研究員、Columbia University, Research Associate、名古屋大学理学研究科博士研

究員、大阪大学理学研究科助手、同講師を経て2008年より現職。 

プロフィール 

免疫機構を制御する微生物由来化合物の 化学合成と機能解析および新規制御分子
の創製 ／ 理学研究科 准教授・藤本ゆかり 
近年のアレルギー疾患の増加や癌、および脳・心臓血管
疾患につながる慢性炎症などには、免疫機構の発達過程
やその機能が深く関わっている。免疫機構の調節には常
在菌も含めた細菌、微生物由来分子が大きな役割を果た
しているが、詳細はまだ明らかになっていない。この研
究では、免疫機構を制御する微生物由来化合物について、
化学合成による合成法を確立するとともに、幼少時の免
疫機構発達に関わると考えられる微生物由来分子の構造
解析、機能解析、および疾患治療につながる新規制御分
子の創製を行う。 

最先端・次世代研究開発支援プログラムに採択された研究者の紹介 
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むかいがわ・やすひろ 
略歴：筑波大学工学研究科博士後期課程修了。博士（工学）。岡山大学工学部情報工学科助手、筑波大学学際領域研究センター講師を経て2004年より現

職。 

プロフィール 

コンピュテーショナルフォトグラフィによる安全な人体内部3次元構造の可視化  
産業科学研究所 准教授・向川康博 
近年、CG技術と画像解析技術を統合することで、カメ
ラ単体では撮影できない情報を可視化できる新しい撮影
技術が盛んに研究されている。この研究では、情報科学
分野で研究されている撮影技術を医療分野に持ち込む異
分野融合によって、安全性と鮮明さを両立した人体内部
撮影システムの開発に取り組む。この研究で開発するシ
ステムによって安全で小型の、血圧計のように家庭で利
用できる簡易診断機器が実現すれば、日常の健康状態把
握や疾患の早期発見に役立ち、健康社会の実現に寄与す
ることが期待できる。 

人間の指を近赤外光を使って撮影すると
静脈などが透けて見える。しかし、内部
では光が散乱するため、鮮明化のために
は散乱成分除去が必要となる。 

まつさき・みちや 
略歴：鹿児島大学理工学研究科博士後期課程修了。博士（工学）。日本学術振興会特別研究員、スウェーデンルンド大学大学院免疫工学専攻客員研究員、大

阪大学大学院工学研究科応用化学専攻特任助手、同助手を経て2007年より現職。2008年JSTさきがけ研究者（兼任）。 

プロフィール 

1細胞レベルで3次元構造を制御した革新的ヒト正常・疾患組織モデルの創製 
工学研究科 助教・松崎典弥 
現在、医薬品の毒性・効果判定試験では細胞と実験動物
が用いられているが、私達の生体組織は様々な細胞によ
る立体構造であるため、細胞だけで組織の医薬品効果を
評価することは困難である。この研究では、様々なヒト
細胞を組み合わせた「生体組織に限りなく近い3次元構
造のヒト組織モデル」の構築技術を開発する。ヒト細胞
だけで構築された組織モデルは、人間への影響をより正
確に評価できる医薬品試験に役立つほか、再生医療、新
規治療薬の開発研究、動物実験の削減などへの応用も可
能である。 

くまのごう・あつし 
略歴：大阪大学医学研究科第3内科博士課程修了。大阪大学医学部付属病院医師、大阪逓信病院医師、大阪大学微生物病研究所助手、同分子免疫制御分野

助教授を経て、2006年同感染病態分野教授。2011年4月より現職。世界トップレベル研究拠点大阪大学免疫学フロンティア研究センター教授
（兼任）。 

プロフィール 

セマフォリンによる細胞移動及び小胞輸送ナビゲーション機構の解明 
医学系研究科 教授・熊ノ郷淳 
生体内タンパク質セマフォリンは、免疫細胞の移動や細
胞の中の物質輸送をナビゲーションしており、その破綻
が自己免疫疾患などの病気の発症に関わっている。この
研究は、セマフォリンによって制御される免疫細胞移動
と物質輸送ナビゲーションの仕組みを明らかにして、病
気の鍵分子であるセマフォリンを標的にした病気の治療
法や診断法の開発につなげることを目的としている。研
究成果は免疫疾患、癌等の疾患に対する新しい治療法や
診断法の開発につながり、ライフ・イノベーションに貢
献できると期待される。 

樹状細胞はリンパ管から分泌されるSema3A
を細胞の後端部で感知している。これは
ケモカイン等との先端部に作用する既知
のメカニズムとは異なる新しい細胞移動
制御機構である。 

最先端・次世代研究開発支援プログラムに採択された研究者の紹介 
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最先端・次世代研究開発支援プログラムに採択された研究者の紹介 

たかしま・せいじ 
略歴：大阪大学医学研究科博士課程修了。博士（医学）。大阪大学医学部付属病院研修医、ハーバード大学医学部リサーチフェロー、大阪大学医学部研究生、

大阪大学医学部付属病院循環器内科医員、大阪大学医学系研究科循環器内科非常勤講師、大阪大学健康体育部助手、大阪大学保健センター助手、同
助教を経て2008年より現職。 

プロフィール 

臓器特性を利用した心血管疾患治療標的の探索と臨床応用 
医学系研究科 准教授・高島成二 
高齢化社会の進行とともに、いわゆる心不全の患者が急
速に増加しており深刻な保健医療面の問題となっている。
この研究は、心臓を特徴づける特性に注目し、その破綻
がいかに疾患と結びつくかを検討する過程で発見される
因子あるいは現在までに同定した因子を中心に、体の中
での機能を解析し、治療戦略まで結び付けることを目的
としている。本研究には、新発見を目指す研究だけでな
く、すでに特許取得した物質の臨床応用を目指す研究も
含まれており、我が国独自の医薬品開発に発展すること
が期待される。 

しのはら・みき 
略歴：大阪大学理学研究科博士前期課程ならびに大阪大学医学研究科博士課程修了。博士（医学）。日本学術振興会特別研究員、シカゴ大学HFSP博士研

究員、大阪大学理学研究科博士研究員、広島大学原爆放射線医科学研究所助教、大阪大学蛋白質研究所助教を経て2007年より現職。 

プロフィール 

流産リスク管理に向けた配偶子異数体形成過程の基礎的研究 
蛋白質研究所 准教授・篠原美紀 
妊婦の約 10％が流産を経験し、原因の多くは先天的な
胎児の染色体数の異常にあることがわかってきた。染色
体数の異常は卵子・精子を作る過程のうち、染色体数を
半分にする過程（減数第一分裂期）で起こる可能性があ
ると考えられているが、まだそのしくみが完全にはわか
っていない。この研究では、減数分裂期のしくみがヒト
と似ているパン酵母を用いて、減数第一分裂期に染色体
数をどのように正確に半分にして子供に伝えていくのか、
染色体DNAの構造とタンパク質の機能からそのしくみ
を明らかにする。 

にしの・くにひこ 
略歴：大阪大学薬学研究科博士後期課程修了。博士（薬学）。日本学術振興会特別研究員、大阪大学産業科学研究所新産業創造技術基盤研究センター特任助

手、JST 戦略的創造研究推進事業さきがけ研究員（兼任）、大阪大学産業科学研究所特任助教、同助教を経て2009年より現職。 

プロフィール 

薬剤排出ポンプによる細菌多剤耐性化・病原性発現制御機構の解明と新規治療法
開発／産業科学研究所 准教授・西野邦彦 
複数の抗菌薬が効かない多剤耐性菌の出現とその感染症
は、医療従事者が直面する重要な問題となっている。こ
の研究では、細菌多剤耐性化における薬剤排出ポンプの
役割を明らかにし、薬剤排出ポンプ阻害剤の効果を検証
し、多剤耐性菌感染症を克服する新しい治療法確立につ
なげる。これまでの研究で、薬剤排出ポンプは病原性発
現にも関与していることが分かっている。薬剤排出ポン
プ阻害剤を検索することは、細菌の多剤耐性化を克服し
つつ病原性をも軽減させる、新しい治療法の開発につな
がると期待される。 

キアズマ：図中の染色体の交換が起こっ
た X 字形の部分 

薬剤排出ポンプ 

卵子の染色体数の異常は 
減数第一分裂期の染色体 
分配異常に起因する。 

心臓を動かす重要な構
造の中心にいる ATP
という分子に注目 
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みき・ひろあき 
略歴：東京大学理学系研究科生物化学専攻博士課程修了。博士（理学）。東京大学医科学研究所・助手、同助教授を経て2007年より現職。 

プロフィール 

ふじなが・ゆかこ 
略歴：北海道大学薬学研究科修士課程修了。札幌医科大学医学研究科博士課程修了。 岡山大学医学部助手、ハーバード大学医学部Children's Hospitalへ

の留学などを経て、2005年より現職。 

プロフィール 

ボツリヌス毒素複合体の体内侵入機構の解明と経粘膜ワクチンデリバリーとして
の応用／微生物病研究所 特任准教授・藤永由佳子 
ボツリヌス毒素が引き起こすボツリヌス食中毒症は、死
亡率が高く、我が国では『辛子レンコン』事件などがあ
る。またバイオテロ兵器となりうることから、欧米にお
いてはその対策と研究が進んでいる。この研究では、ま
だ明らかになっていない、ボツリヌス毒素が消化管粘膜
のバリアを突破して体内へ侵入する仕組みを明らかする。
さらに、この仕組みを、様々な感染症に対するワクチン
を注射によらずに粘膜から体内に入れる方法に応用して、
有効・安全・簡便なワクチンの開発に道を開く。 毒素複合体（16S毒素、緑色）が腸管管

腔側から腸管上皮バリアを通過して体内
へ侵入する様子。 

はしもと・ひとし 
略歴：京都大学薬学研究科修士課程修了。大阪大学薬学研究科助手、同講師、同助教授（准教授）を経て2010年より現職。 

プロフィール 

精神疾患の成因に関わる遺伝子×環境相互作用ダイナミクスの解析系の構築 
薬学研究科 教授・橋本　均 
統合失調症やうつ病などの心の病気について、その発症
の仕組みはまだほとんど分かっていない。この研究では、
私たちが作製した遺伝子を改変したマウスなど、これら
の病気と似た症状を示すものを用いて、心の病気が起こ
るときの脳内の変化を調べ、心の病気のメカニズムを探
る（右図）。心の病気は深刻な社会問題になっており、
すぐれた診断法や薬の開発が必要とされている。このプ
ロジェクトによって、心の病気のメカニズム研究を進め、
治療だけでなく予防法の開発にも貢献したいと考えてい
る。 

細胞内Mg2+制御の分子実体解明とがん悪性化シグナル 
蛋白質研究所 教授・三木裕明 
マグネシウムは必須ミネラルの一つとして広く知られな
がら、体内でのバランス調節の仕組みは未解明の部分が
多い。この研究では、がん転移との関連で私が発見した
マグネシウム制御タンパク質に関して、分子構造、細胞
での機能、線虫やマウスなど生物個体レベルでの機能に
ついて解析し、マグネシウム吸収や排出の仕組みを明ら
かにする。がん転移におけるマグネシウム制御タンパク
質の働きを解明することで、日本人の死因の第一位を占
め続けているがんの転移を防ぐ薬の開発などへの貢献が
期待できる。 

悪性度の高いがん細胞に大量に存在し、他
臓器への転移を促す働きをしている蛋白質（図
中に青色で示す）が、マグネシウムイオンを細
胞の外側に出す膜蛋白質（図中に赤色で示
す）に結合して、その働きを止めてしまうことを
発見した。このために細胞内マグネシウムイ
オン量をうまく調節できなくなることが、がん転
移を引き起こしている可能性が想定される。
また、このようなマグネシウム量調節の仕組み
は、全身的なマグネシウムバランスの調節に
も重要である可能性が高い。 

最先端・次世代研究開発支援プログラムに採択された研究者の紹介 
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　5月16日（月）と6月10日（金）に鷲田清一総長の任期満了
（平成 23年 8月 25日）に伴う総長選考が行われ、平野俊
夫生命機能研究科教授が総長候補者に選出されました。　
　5月16日の第1次意向投票では、各部局において投票が
行われた後、総長選考会議において右の7名が第1次候補
者として選出されました。 
　また、6月10日にコンベンションセンターにおいて、第
1次候補者について第 2次意向投票が行われ、3回目の投
票で、平野教授が過半数得ました。続いて開催された総長
選考会議において同人を総長候補者に決定しました。 

〈第1次候補者（五十音順）〉 

　河　崎　善一郎（工学研究科教授） 
　遠　山　正　彌（大阪大学・金沢大学・ 

浜松医科大学連合小児発達学研究科長） 
　西　尾　章治郎（理事・副学長） 
　馬　場　章　夫（工学研究科長） 
　東　島　　　清（理学研究科長） 
　平　野　俊　夫（生命機能研究科教授） 
　鷲　田　清　一（総長） 

次期総長候補者の選考 

記念講義 

私の商法遍歴 
法学研究科教授　末　永　敏　和 

一　対象の変遷：大学院での研究テーマは、「西ドイツにおける株主の解説請
求権」（株主総会における株主の質問権）であり、同権利は、ドイツでは 19
世紀から判例や学説上、議論となり、立法化されていた。日本でも、同権利
を根付けかせる必要性を感じ、ドイツ法を参考に立法論を展開した（昭和56
年商法改正において同権利は「取締役等の説明義務」として明文化）。その後
は、株主総会に関する他の問題についても関心が広がった。さらに、世界的
に議論されていた ｢コーポレート･ガバナスンス｣ 論について、会社機関のあ
り方をドイツやアメリカの会社法を参考に議論を展開した。この議論の中で、
会社をめぐる様々の利害関係者の会社法上の位置づけ、つまり「企業の社会
的責任」論へと発展した。 
二　理念の変遷：最初、ドイツ法の影響を受け、「法人論」と「所有権」論を中心に少数派保護の立場から会社の情報開示
とそれによる経営者コントロールを考えた（「株主民主主義」）。その後、英米法の会社法理論に影響され、少数派というよ
りは株主（個人）を中心に据え、その観点から会社の利益、そのための経営者のコントロールを考える。究極的には、｢企
業の社会的責任（会社の公共性）｣と「会社の利益（営利性）」は一致するはずと考えた。 

すえなが・としかず 

略歴：昭和50年3月京都大学院法学研究科博士課程中退。同年4月香川大学経済学部助手に採用となり昭和51年12月同講師、昭和54年2月同助教

授、昭和55年4月岡山大学法学部助教授、昭和61年4月同教授を経て平成8年4月大阪大学法学部教授、平成16年4月大学院高等司法研究科

教授、平成22年1月大学院法学研究科教授（平成22年2月大阪大学上海教育研究センター長を兼任）を歴任し平成23年3月31日退職。同年

4月1日より龍谷大学法科大学院教授。平成12年～17年、司法試験考査委員（商法）、平成16年1月から弁護士法人淀屋橋・山上合同顧問、弁

護士登録。平成3年11月博士（法律学）。現在までに、九州大学、長岡技術科学大学等で非常勤講師を歴任。中国では、清華大学、北京大学、復旦

大学、人民大学等で講演･授業。華東政法大学日本法センター特別顧問。主要業績は、『会社役員の説明義務』、『株主総会の法理論』、『コーポレート・

ガバナンスと会社法』、『会社法－基礎と展開』等。 

プロフィール 
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　2011年（第27回）日本国際賞（The Japan Prize）を、“生
命科学・医学”の分野から、生命機能研究科寄附講座教授
の岸本忠三博士（元総長）と生命機能研究科／医学系研究
科教授の平野俊夫博士（前医学系研究科長、元生命機能研
究科長）が、“情報・通信”分野からは、ベル研究所特別
名誉技師のデニス・リッチー博士とグーグル社特別技師の
ケネス・トンプソン博士が受賞しました。 
　日本政府の国際社会への恩返しの意味で、日本にノーベ
ル賞並みの世界的な賞を作ってはどうか、との構想に、松
下幸之助氏が“畢生（ひっせい）の志”のもとに寄付をも
って応え、日本国際賞が創設されました。本賞は、全世界
の科学技術者を対象とし、独創的で飛躍的な成果を挙げ、
科学技術の進歩に大きく寄与し、人類の平和と繁栄に著し
く貢献したと認められる者に授与されます。また、対象と
なる分野は、科学技術の全分野を対象とし、科学技術の動
向等を勘案して、毎年2つの分野を授賞対象分野として指
定しています。1985年以来13カ国、74名が受賞しました。
日本人の受賞は今回の2人含めて15名です。 
　岸本教授と平野教授は免疫に関る細胞どうしが情報を伝
達する際に分泌される物質「インターロイキン 6（IL-6）」
を発見し、その多彩な機能を解明することによりこの分子
が関節リウマチ等の免疫難病の発症に深くかかわっている
ことを明らかにしました。それらの成果をもとに我が国初

となる抗体医薬「トシリズマブ」を開発し、現在世界 70
カ国以上で関節リウマチ等の治療に使用され多くの人を病
苦から救うことに貢献していることが評価され、今回の受
賞につながりました。 
　4月 20日に予定されていました日本国際賞授賞式並びに
祝宴は、東日本大震災により中止となりました。また、日
本国際賞週間行事（18日～23日）も全て中止となりました。
なお、授賞式に代わり、4月20日、ホテルニューオータニ
大阪にて、日本国際賞贈呈式が開催され、岸本教授と平野
教授に、賞状、賞牌と賞金が贈られました。岸本教授と平
野教授は、賞金から 1000万円を、東日本大震災義援金と
して、日本赤十字社に寄付されました。 

（医学系研究科・医学部、生命機能研究科） 

岸本忠三教授と平野俊夫教授「2011年（第27回）日本国際賞」受賞 

大阪大学共通教育賞表彰式挙行 

　大学教育実践センターでは、5月 19日（木）に当センター
大会議室において平成 22年度第 2学期大阪大学共通教育
賞の表彰式を行いました。 
　この大阪大学共通教育賞は、全学共通教育の授業を担当
する本学教員及び非常勤講師を対象として、優れた授業を
実践した教員、優れた教科書等を著した教員、全学共通教
育の実践について優れた著述を行った教員、並びに全学共
通教育の実施運営に顕著な功労のあった教員を表彰するこ
とによって、共通教育の質的向上を図ることを目的に平成
14年度に制定されたもので、今回が18度目の表彰となり
ました。この顕彰制度が本学の教育のさらなる発展に寄与
できることを願うものです。 
　大阪大学共通教育賞の選考は、全学の教員及び学生を対
象に行ったアンケート結果に基づき、選考委員会において、
教育上の多大な努力や優秀な教育技術等を総合的に評価さ
れ、今回は10名の教員が選出されました。 

　表彰式では、鷲田総長から表彰状と記念品の授与が行わ
れ、小泉理事・副学長、工藤大学教育実践センター長、眞
鍋副センター長、小田事務長も出席し、受賞者を祝福しま
した。 
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平成22年度第2学期　大阪大学共通教育賞受賞者及び受賞理由一覧 

【受賞対象カテゴリー】  
カテゴリー1：優れた授業を実践した教員　　　カテゴリー3：共通教育実践のための優れた著述を行った教員 
カテゴリー2：優れた教科書等を著した教員　　カテゴリー4：共通教育の運営に顕著な功労のあった教員 

【初受賞】 

【再受賞】 

氏　名 
所　　属 
職　　名 

受賞  
カテゴリー 

日野　信行 
  
 
 

竹蓋　順子 
 
 
 

大前　智美 
 
 
 

大久保範彦 
 
 
 

長岡　昇勇 
 
 
 

保田　時男 

 
言語文化研究科 

教　授 
 
 

サイバー 
メディアセンター 

准教授 
 

サイバー 
メディアセンター 
特任准教授（常勤） 

 
 

非常勤講師 
 
 
 

非常勤講師 
 
 
 

非常勤講師 

1 
  
 
 
1 
 
 
 
1 
 
 
 
1 
 
 
 
1 
 
 
 
1

受　　賞　　理　　由 

言語情報教育科目「英語 (Reading)」や「専門基礎英語」において、インターネットを使い最新の英語ニ
ュース教材を用いて、リーディングだけでなくリスニングやスピーキングなど総合的な英語力を高め、学
生のモチベーションを鼓舞する授業を実践した。学生から「世界中のニュースを見るという内容の授業で、
大変興味深かった」「世界情勢や最新技術のニュースを見聞きすることによって、関心のなかった新たな
分野にも興味を見いだせた」等、多数の推薦を受けた。 
言語情報教育科目「実践英語」において、充実した教材を用いて向学心を刺激し、楽しく学ぶ喜びを学生
に伝える授業を実践した。学生からは、「毎回のテストで英語の理解は深まった」「3STEP方式が役立った」
「内容が多かったが、かなり充実していた」等の学生推薦を受けた。 
 
言語情報教育科目「ドイツ語初級 II」において、CALL教室のパソコンを使い学習者のペースにあわせた
わかりやすい授業を実践した。また、毎回小テストを行い、わかりやすい資料を配付して予習復習を促し
た。「会話や読解練習を取り入れて、楽しくドイツ語を学習することができた」「授業がわかりやすく、小
テストなどで力がついた」等の学生推薦を受けた。 
専門基礎教育科目「線形代数学B」において、毎回詳しい配付資料を用いて質の高い分かりやすい授業を
実施した。この配付資料は、学生の自主学習を促した。「授業は丁寧で進むスピードもちょうど良く、毎
回のプリントが復習にとても役立った」「とにかく分かりやすく指導してくれて、数学が好きになった」
等の多くの学生推薦を受けた。 
専門基礎教育科目「解析学B」において、学生の理解度を確認しながら細かいところまで丁寧に解説する
授業を実施した。授業では復習を重視し、問題演習も詳しく解説した。「教科書や問題演習の解説がわか
りやすかった」「質問にはシッカリと答えてくれて、分からない問題の解説が抜群に良かった」等の多く
の学生推薦を受けた。 
専門基礎教育科目「統計学 A-II」において、統計学の授業内容をまとめたレジュメを用意し、学生の理解
を助けるように工夫した授業を行った。また、授業の最後に問題を解く・意見を述べるなどの紙を提出さ
せて、学生が授業の内容を振り返る機会を持てるようにした。「やりがいが感じられ、分かりやすく、素
晴らしい授業でした」「楽しく学べる授業だった」等の学生推薦を受けた。 

氏　名 
所　　属 
職　　名 

受賞  
カテゴリー 

福本　能也 
 
 
 

松村　浩由 
 
 
 

日比　孝之 
 
 
 

中谷　和彦 

工学研究科 
准教授 
 
 

工学研究科 
准教授 
 
 

情報科学研究科 
教　授 
 
 

産業科学研究所 
教　授 

1 
 
 
 
1 
 
 
 
1 
 
 
 
1

受　　賞　　理　　由 

専門基礎教育科目「分子化学A」において、分子集合体の形状と性質、高分子の構造と性質、社会におけ
る化学等の内容を、社会で使われているような例をあげながら説明し、学生の理解を促す授業を実施した。
学生から「授業がわかりやすく、板書が丁寧だった」「内容が難しい分野だったが分かりやすく丁寧だった」
等の推薦を受けた。 
専門基礎教育科目「分子化学A」において、整理した内容の板書やプリントを用いて分子化学の内容を分
かりやすく説明する授業を行った。「教科書を使わない授業だったが、ポイントが押さえられていて、分
かりやすかった」「内容が理解しやすく、向上心を刺激した」等の学生推薦を受けた。 
 
専門基礎教育科目「解析学B」において、解析学の難しい部分はプリントを配るなどの工夫を行い、演習
の時間を多くとって分かりやすい授業を実践した。学生から「分かりやすかったので、勉強する意欲がわ
いた」「演習の時間が多くて良かった」等の推薦を受けた。 
 
専門基礎教育科目「基礎有機化学」において、難しい内容を分かりやすく教え、復習のプリントを配布し、
毎回の小テストで内容の理解を深める授業を行った。学生からは「学生の分からないところをピックアッ
プして、しっかり説明してもらえた」「板書がきれいにまとめられていた」「難しい内容だったが、説明が
良かった」等の多数の推薦を受けた。 

（大学教育実践センター） 



58

表彰等 

　工学研究科マテリアル生産科学専攻の掛下知行教授が、「日
本金属学会 第 12回学術功労賞」を受賞しました。 
　この賞は、金属の研究、工業の進歩発展ならびに日本金
属学会の学術事業の推進に多年に亘って貢献した研究者に
授与されるものです。昨年同学会の谷川・ハリス賞を受賞
した「高温を含む環境下における材料の相変態ならびにそ
れに伴う組織形成に及ぼす磁場効果」や功績賞（金属物性
部門、平成9年）、論文賞（昭和60年、平成6年、平成16
年）等の研究業績に加え、金属学会本部理事、評議員、分
科会委員会委員、会報編集委員会委員、欧文誌編集委員会
委員、関西支部支部長、等さまざまな役職を担い、これま
で多方面から同学会の運営に大きく貢献してきたことが評
価されたものです。 （工学研究科・工学部） 

掛下知行教授「日本金属学会第12回学術功労賞」受賞 

　カナダにあるガードナー財団は、2011 年のガードナー
国際賞（Canada Gairdner International Award）を大阪大学
免疫学フロンティア研究センター（IFReC）の審良静男教授･
拠点長とジュール･ホフマン教授（フランス国立科学研究
センター , ストラスブール大学）、他3名に授与すると発表
しました。授賞式と晩餐会は 10月後半にカナダのトロン
トで行われます 
　ガードナー国際賞は、ラスカー賞と並んで、医学･生命
科学の分野で最も権威のある賞の一つです。基礎医学およ
び臨床医学分野で卓越した貢献を行った個人に授与され、
同賞受賞者には多くのノーベル賞受賞者が含まれているこ
とでも知られています。 
　審良教授の受賞理由は「数々のトル様受容体（Toll-like 
receptors; TLRs）の病原体認識機能の解析から、自然免疫
による動物の感染防御システムにおける画期的な発見を行
ったこと」です。 
　さらに審良教授は、予防接種の原理のもとになっている
獲得免疫に対しても、TLRsが必須であることを示しました。
そこで、TLRs の活性化を制御することがワクチン開発、

ガン治療、アレルギー、自己免疫疾患など数々の免疫疾患
の治療開発に繋がると考えられ、日々研究されています。 

（免疫学フロンティア研究センター） 

免疫学フロンティア研究センターの審良静男拠点長がガードナー国際賞を受賞 
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　基礎工学部 システム科学科 生物工学コース4年（現・
基礎工学研究科 機能創成専攻 生体工学領域1年）八木明
日華さん、井村誠孝准教授、黒田嘉宏助教、大城理教授が
3月 10日（木）にインタラクション2011 インタラクティブ
発表賞を受賞しました。インタラクティブ発表はシステム
のデモを中心とした発表であり、賞は参加者による投票に
基づいて授与されました。受賞の対象となった『多視点観
察可能なフォグディスプレイ』は霧（フォグ）による光の
散乱の指向性を利用し、ユーザの位置に応じた映像が観察
可能なディスプレイであり、ユーザが霧に手を挿入するこ
とで表示物体とのインタラクションが可能な新しい立体デ
ィスプレイの方向性を示すものです。 （基礎工学研究科・基礎工学部） 

八木明日華さん、井村誠孝准教授、黒田嘉宏助教、大城理教授 
インタラクション2011『インタラクティブ発表賞』受賞 

　基礎工学研究科システム創成専攻電子光科学領域、博士
前期課程2年の高田卓馬君が、電子情報通信学会エレクト
ロニクスソサイエティ学生奨励賞（第7回）を受賞しまし
た。 
　本賞は、2010年電子情報通信学会ソサイエティ大会（大
阪府立大学9月開催）から、エレクトロニクス分野に関す
る優秀な発表（一般講演、シンポジウム講演）を行った学
生員に対して贈られるもので、対象となった論文は、「300GHz
帯無線システムを用いた14Gbps伝送実験」です。4月 11
日（月）、賞状、表彰盾および賞金が贈られました。 

（基礎工学研究科・基礎工学部） 

高田卓馬君「2010年度電子情報通信学会エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞」受賞 
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　基礎工学研究科物質創成専攻化学工学領域の島内寿徳助
教が、日本膜学会の平成 23年度研究奨励賞を受賞いたし
ました。研究奨励賞は 40歳未満の若手研究者に贈られる
賞であり、日本の膜学・膜工学の次代を担う研究成果を上
げている研究者に対して授与されるものです。今年度は3
名に授与されました。 
　島内助教が受賞対象になった研究課題は、「生体膜晶析
工学の創成に関する基礎工学的研究」です。リポソーム固
定化技術を活用する新規なバイオセンサーにより、タンパ
ク質の結晶化/秩序構造形成に関連する表面特性を明らか
にして、これまで難しかったタンパク質の結晶化をシステ
マチックに展開できる基盤を整備しました。さらに、アル
ツハイマー病などのタンパク質の構造異常性疾患に対して
も新しい視点を与えました。これらの研究成果が評価され、
同賞の受賞となりました。なお、表彰式並びに記念講演は、
日本膜学会第33年会（5月 13日、産技総研臨海副都心セ
ンター〔東京〕）において執り行われました。 （基礎工学研究科・基礎工学部） 

島内寿徳助教「日本膜学会H23年度研究奨励賞」受賞 

　基礎工学研究科機能創成専攻生体工学領域の博士前期課
程2年加藤雄樹君が平成23年 4月 15日（金）に平成22年電
気関係学会関西連合大会奨励賞を受賞しました。 
　奨励賞は、連合大会において優秀な講演発表をした新進
の研究者または技術者に贈られる賞です。受賞の対象とな
った「マット型生体計測システムの構築」は、マットに足
を乗せるだけで心電図や脈波伝播速度などの生理情報を取
得でき、日常生活における簡易な生体計測を可能にするた
め、予防医学への応用が期待されます。 

（基礎工学研究科・基礎工学部） 

加藤雄樹君「平成22年電気関係学会関西連合大会奨励賞」受賞 
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　理学研究科化学専攻の森田　靖准教授が、公益財団法人
長瀬科学技術振興財団（Nagase Science and Technology 
Foundation）から「平成23年度 長瀬研究振興賞」（Nagase 
Foundation Award 2011）を受賞しました。また、この受
賞に合わせて、研究助成金も授与されました。長瀬科学技
術振興財団は、主体的に研究を進めている大学・研究所等
の常勤の研究者が行う研究開発に対する助成等に関する事
業を平成元年より行っており、科学技術の振興と社会経済
の発展に寄与することを目的としております。受賞対象分
野は、生化学及び有機化学等の分野に限定されており、世
界的にも著名な多くの専門家の審査を経て受賞対象が決定
されております。今回の競争率は、過去最高となる 23倍
でした。 
　受賞研究課題は、「電子スピン非局在型の有機中性ラジ
カルディスコティック液晶性分子の開発」です。森田准教
授は、空気中でも安定に取り扱うことができる“電子スピ
ンが分子骨格全体に広く非局在化した”有機中性ラジカル
を創成され、その有機合成と基礎物性の解明に長年取り組
んできました。森田准教授が設計･合成した一群の炭素中
心型中性ラジカルは、従来の範疇に入らない新しい分子骨

格／電子スピン構造を有して
おり、その特異な電子状態に
起因した電子機能材料への展
開にも成功しています。一連
の研究において特筆すべきは、
独自に開発した有機中性ラジ
カルの基礎研究を深化・発展
させることで従来の化合物で
は実現が困難な機構的にも新
しい電子機能材料の基礎学術
を展開している点であり、有
機化学の新領域を開拓しつつあります。詳細は、森田 靖 
准教授のホームページ（http://www.chem.sci.osaka-
u.ac.jp/lab/nakasuji/morita/index.html）や最近の総説論
文（Nature Chemistry, http://www.nature.com/nchem/ 
journal/v3/n3/abs/nchem.985.html）を参照してください。 
　2011年 4月に大阪科学技術センター 大ホールで受賞式
が開催され、長瀬 洋 財団理事長から賞状･目録と副賞の
楯を授与されました。 

（理学研究科・理学部） 

森田　靖准教授「平成23年度長瀬研究振興賞」受賞 

　理学研究科化学専攻の森田　靖准教授が、「2010年度有
機合成化学協会DIC機能性材料賞」を受賞しました。こ
の賞は、有機合成化学に基礎をおき、機能性材料に関連し
た技術・産業に寄与する独創的かつ優れた研究業績を挙げ
た研究者個人に授与される賞です。2008 年度より開始さ
れた表彰制度であり、今回が3年目です。賛同企業の寄付
を基にしていることから、賛同企業名が冠されています。 
　DIC 株式会社（大日本インキ化学工業株式会社から
2008年 4月に社名変更）は、印刷インキから有機顔料、合
成樹脂・有機エレクトロニクスへとファインケミカルをベ
ースに製品を展開している我が国を代表とする化学企業で
す。採択研究課題は、「空気中でも安定なスピン非局在型
中性ラジカルの創成と電子機能材料への展開」です。森田 
靖 准教授は、空気中でも安定に取り扱うことができる“電
子スピンが分子骨格全体に広く非局在化した”有機中性ラ
ジカルの有機合成と基礎物性の解明に長年取り組んできま
した。そして、従来の範疇に入らない新しい分子骨格／電
子スピン構造を有する一群の炭素中心型中性ラジカルの合
成を達成し、特異な電子スピン構造に起因した基礎物性や
電子機能材料への展開にも成功しました。一連の研究にお

いて特筆すべきは、独
自に開発した有機中性
ラジカルの基礎研究を
深化・発展させること
で従来の化合物では実
現が困難な機構的にも
新しい電子機能材料の
基礎学術を展開してい
る点であり、有機化学
の新領域を開拓しつつ
あります。詳細は、森
田　靖准教授のホーム
ページ（http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/nakasuji/ 
morita/index.html）や最近の総説論文（Nature Chemistry, 
http://www.nature.com/nchem/journal/v3/n3/abs/nchem. 
985.html）を参照してください。 
　2011年 2月に東京 如水会館スターホールで受賞式が開
催され、福山 透 有機合成化学協会会長から賞状と副賞を
授与されました。 

（理学研究科・理学部） 

森田　靖准教授「2010年度有機合成化学協会DIC機能性材料賞」受賞 
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　理学研究科生物科学専攻（植物生長生理研究室）の田中
博和助教が、ヒューマン・フロンティア・サイエンス・プ
ログラム（HFSP）より、キャリア・デベロップメント・
アウォードを受賞しました。 
　HFSPは、1987年のヴェネチア・サミットにおいて、中
曽根首相（当時）より提唱した国際プロジェクトであり、
生体が持つ精妙かつ複雑なメカニズムの解明を中心とする
基礎研究を国際的に共同して推進し、その成果を広く人類
全体の利益に供することを目的としています。 
　田中助教の研究は、高等植物の細胞の非対称性に関わる
新規の因子を同定し、それらの因子の機能を解析すること
を通して植物細胞の非対称性の制御機構とその生物学的役
割を明らかにすることを目標としています。これまでの研
究により、細胞内輸送経路の阻害剤処理による蛍光タンパ
ク質の細胞内局在変化を指標とした遺伝学的スクリーニン
グが、細胞内のタンパク質局在の制御因子を探索するのに
非常に有効であることが分かって来ています。 

　このような研究成果と今後の研究計画が高く評価され今
回の受賞となりました。 
　なお2011年度における同賞の受賞者一覧は、HFSPのホ
ームページを参照してください。http://www.hfsp.org/ 

（理学研究科・理学部） 

田中博和助教「キャリア・デベロップメント・アウォード（HFSP）」受賞 

　医学系研究科保健学専攻機能診断科学講座博士前期課程
2年の日置彩那さん（超音波医学研究室）が、平成23年 4
月に開催された第 22回日本心エコー図学会学術集会にお
いて約 30 0 題の発表演題の中から栄えある You n g  
Investigator's Award 最優秀賞を受賞しました。 
　日本心エコ－図学会は心エコー図学に携わる医師、技師、
研究者を中心としたこの分野では国内最大の学会です。
Young Investigator's Awardは第8回学術集会から設立され
ました。当研究室からは昨年岩崎真梨子さんが優秀賞を受
け、そして今年は日置さんが最優秀賞と2年連続で受賞し
たことになります。 
　受賞対象となった研究は「3Dスペックルトラッキング
法を用いた局所心筋機能の検討：壁張力ﾐ面積ループによ
る局所仕事量の評価」で、とかく視覚的興味に終始しがち
な三次元心エコー法を局所心機能評価に用いた点が高く評
価されたものです。日本心エコ－図学会YIA最優秀賞受賞
者は同年のアメリカ心エコ－図学会に招待されることにな

っており、日置さんも6月にモントリオールで開かれる同
学会で成果を披露することになっています。 

（医学系研究科・医学部） 

日置彩那さん「第22回日本心エコー図学会学術集会Young Investigator’s Award最優秀賞」受賞 

左：日置彩那さん　右：中谷　敏教授 
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平成23年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 

　平成 23年度科学技術分野の文部科学大臣表彰の受賞者
が決定しました。この表彰は、科学技術に関する研究開発、
理解増進等において顕著な成果を収めた者について、その
功績を讃えることにより、科学技術に携わる者の意欲の向
上を図り、もって我が国の科学技術水準の向上に寄与する
ことを目的としています。 
　今回受賞されたのは、科学技術賞（研究部門）の熊ノ郷

淳教授（医）、永妻忠夫教授（基）、同賞（科学技術振興部
門）の白川功名誉教授（情）、若手科学者賞の伊藤剛仁准
教授（工）、　橋幸生准教授（工）、多田隈建二郎助教（工）、
藤岡慎介助教（レ）、古澤力准教授（情）、三間穣治特任准
教授（常勤）（蛋）、山本雅裕准教授（医）の計10名です。 
　東日本大震災の影響等を踏まえ文部科学省主催の表彰式
が中止となったため、平成23年 5月 13日（金）、総長室に
おいて伝達式が行われ、表彰状及び副賞が手渡されました。 
　鷲田清一総長からは、今後も研究に邁進するとともに、
科学者として後輩のモデルになっていただきたい旨、激励
の言葉がありました。 
　 
伝達式後の熊ノ郷教授のコメント：「今回の受賞を励
みにさらに努力して、医学・医療に貢献していきたい
と思います。また後に続く若い世代に研究の魅力、夢
を伝えていきたいと思います。」 

　 
※永妻基礎工学研究科教授、白川名誉教授については、そ
れぞれ推薦機関から表彰状及び副賞が授与されました。 

（総務企画部人事課） 

科学技術賞（研究部門） 

　医学系研究科の熊ノ郷淳教授はこれまでに免疫に関わるセマフォリンを次々と発見して
います。現在セマフォリンは種々の病気の「鍵分子」であることが明らかになり、新たな
創薬ターゲットとしても注目されています。教授は昨年リンパ管（リンパ球専用の通り道）
から分泌されるセマフォリンが、末梢の組織の見張り番である樹状細胞が病原体の侵入を
察知してリンパ節へ移動する際のナビゲーター役を果たしていることを発見しました。自
己免疫疾患、炎症疾患、がんの転移などは、いずれも細胞が病巣に移動することによって
引き起こされます。同氏の発見により、「細胞の動き」を標的とした新しい治療法・薬剤
開発に繋がると期待されています。 

科学技術賞（研究部門） 

　基礎工学研究科の永妻忠夫教授が、「光技術によるサブテラヘルツ波発生と無線通信応
用の研究」で科学技術賞（研究部門）を受賞しました。100GHz～1THzの周波数の電波（サ
ブテラヘルツ波）はこれまで安定に発生することが難しいとされていましたが、永妻教授
は、光技術を利用することによりそれを解決し、さらに世界で初めて100GHzを超えるキ
ャリア周波数の無線通信システムに適用して10Gbit/sを超える通信速度を達成し、これま
での無線の通信速度の記録を塗り変えました。この成果は、高精細映像、立体映像を扱う
放送、エンタテイメント、医療分野に寄与するだけでなく、超大容量データの流通が日常
になりつつある私たちの仕事や生活空間においてその利用が期待されています。 

高 熕
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科学技術賞（科学技術振興部門） 

　白川功本学名誉教授（筆頭受賞者、元情報科学研究科教授、現兵庫県立大学教授）が、江
崎浩氏（東京大学教授）と共に科学技術賞（科学技術振興部門）を受賞しました。業績は「デ
ータセンターのグリーン IT化に係わる科学技術の振興」です。白川・江崎両教授は、日本
データセンター協会理事長・運営委員長として、データセンター関連の機器・施設・サービ
ス事業社や管理・運営事業社を総合的・横断的に連携し、データセンター評価の標準規格の
策定、グリーン化指標の導入、データセンター管理運営を担う人材育成、環境 IT立国推進
のための政策提言等の活動を通じて、我が国のグリーン IT化にかかわる科学技術の振興に
寄与したことが評価されました。 

若手科学者賞 

　工学研究科の伊藤剛仁准教授が、「マイクロプラズマテクノロジーの研究」
の業績により、若手科学者賞を受賞しました。伊藤准教授は、低圧気体から高
圧気体、超臨界流体雰囲気まで、必要なところに必要なだけ高反応性プラズマ
雰囲気を供給するマイクロプラズマテクノロジーの創生に取り組み、従来の気
体プラズマテクノロジーからの転換を導く超臨界流体プラズマテクノロジーの
開拓、生体物質の結晶化促進、大気開放雰囲気での初のレーザー電界測定、陰
極照射の中性粒子エネルギー分布の直接測定による従来までの知見を覆す画期
的成果等、多くの研究成果をもたらしてきました。これらの研究成果は、プラ
ズマ応用の新規創出や、継続的・革新的発展に結びつく成果として評価されま
した。 

　工学研究科の高橋幸生准教授が、「コヒーレントX線散乱イメージング技術
の開発と応用の研究」の業績により、若手科学者賞を受賞しました。本技術は、
コヒーレントX線散乱と位相回復計算を組み合わせたレンズレスイメージング
法であり、マイクロメートルサイズの試料をナノメートルスケールの空間分解
能で三次元観察可能な顕微法技術として注目されています。高橋准教授は、本
顕微法を物質の高分解能三次元電子密度マッピング法として確立し、析出強化
合金、ヒト染色体、金属ナノ粒子のナノ組織解析に応用したことが高く評価さ
れました。本技術は、次世代光源X線自由電子レーザーを用いることで、結晶
化困難な膜タンパク質の構造解析に応用が可能であり、創薬開発のスピードア
ップと効率化に繋がると期待されています。 

　工学研究科の多田隈建二郎助教が、「革新的全方向移動ロボット機構の研究」
での業績が評価され、若手科学者賞を受賞しました。従来の全方向移動機構で
は、段差・溝などの走破性が低かったのに対し、多田隈助教は機構全体の球体
形状化に着目し、駆動機構全体のサイズを保ちながらも、受動車輪の直径を相
対的に大きくすることで、単純な構造ながらも著しく高い走破性を有する全方
向移動機構を実現しました。さらには、上記の原理を車輪機構のみならず、ク
ローラ機構への概念にも拡張したことが高く評価されました。 
　今後は、病院や工場内での全方向搬送車などへの実用化、学術的には把持対
象物を全方向駆動させるハンド機構への発展が期待されます。 
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　レーザーエネルギー学研究センターの藤岡慎介助教が「レーザー生成高輝度
X線源の幅広い分野 における応用研究」の業績により若手科学者賞を受賞しま
した。本研究成果は、高出力レーザーを利用した新産業、エネルギー開発、基
礎科学の発展の基礎になると期待されています。対象となった5編の主要論文
のうち3編は激光XII号レーザー装置で得られた成果です。大型レーザー装置
の運転・維持、ターゲットの製作・組立、プラズマ計測及び実験遂行に関わら
れた全ての方々に改めて感謝の意を表すると共に、今後は世界一の強度を誇る
LFEXレーザー装置で顕著な成果を一刻も早くあげることを目指し精進を続け
ていきたいと意気込んでいます。 

　情報科学研究科の 古澤 力 准教授が、「生物システムにおける普遍的性質に関
する研究」により、平成23年度文部科学大臣賞若手科学者賞を受賞しました。
古澤准教授は、計算機シミュレーションと実験データ解析の双方を有機的に結
合させることにより、生物システムが持つ柔軟性、安定性、進化可能性といっ
た性質を生物システムが有する普遍的な性質として抽出し、その出現機構に関
する解析を行いました。その結果、多細胞生物における発生過程の安定性や生
物の揺らぎに基づく柔軟な環境適応などについて、新たなメカニズムの提案と
その検証に成功しました。この研究成果は、生物システムを理解するにとどま
らず、生物システムを用いた物質生産にも応用が可能であり、今後の発展が大
いに期待されるものとして評価されました。 

　蛋白質研究所の三間穣治特任准教授（常勤）が、「細胞内オルガネラ膜融合
の試験管内完全再構成の研究」の業績により、若手科学者賞を受賞しました。 
　オルガネラ膜動態の主要反応である膜融合に焦点を当て、その動作原理の解
明を目指しました。従来の細胞や単離オルガネラを用いる手法ではなく、純化
した蛋白質と脂質から成る試験管内完全再構成系を駆使し、生理的脂質組成の
重要性など、これまでの定説「SNARE仮説」にはない新たな概念を生み出し
ました。 
　本研究成果は、試験管内完全再構成系が生命科学研究の新機軸として有用で
あることを実証し、他の重要な生命現象に対しても、原理解明への起爆剤とし
て貢献すると期待されます。 

　医学系研究科の山本雅裕准教授が、若手科学者賞を受賞しました。対象とな
ったのは、「自然免疫系のシグナル伝達機構の研究」で、自然免疫系に重要な
Toll 様受容体の細胞内シグナル伝達機構に関与するアダプター分子群、核内分
子やユビキチン関連分子の生理的役割を遺伝子欠損マウスの作製と解析によっ
て解明し、さらに病原性微生物であるトキソプラズマ原虫のエフェクター分子
による宿主自然免疫系の抑制機構を明らかにした点が評価されました。 
　この研究成果は、学術的には「病原性微生物－宿主の相互作用解析」の新た
なプラットホームを提供し、社会的には自然免疫系に関与する宿主因子を標的
とした新たな抗原虫治療薬の開発につながることが期待されています。 
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【略歴】 
　昭60.  3　関西学院大学経済学部 卒業 
　　62.  3　神戸大学大学院経済学研究科博士課程前期課程修了 
　平  3.12　米国ペンシルバニア大学大学院経済学研究科修了 
　　  3.12　Ph．D．（経済学）（ペンシルバニア大学） 
　　  3.12　米国ペンシルバニア大学経済学部研究員 
　　  4.  4　神戸学院大学講師経済学部 
　　  6.  4　神戸学院大学助教授経済学部 
　　  7.  4　神戸大学助教授経済学部 
　　12.  4　神戸大学助教授大学院経済学研究科 
　　15.  4　神戸大学教授大学院経済学研究科 

谷　　　久　志　（たにざき　ひさし） 

所　　属：大学院経済学研究科政策専攻応用経済 
　　　　　講座 
専門分野：計量経済学・統計学 

所　　属：大学院理学研究科化学専攻無機化学講 
　　　　　座 
専門分野：分析化学、界面・コロイド化学 

大学院経済学研究科 

【略歴】 
　昭61.  3　東北大学理学部化学第二学科卒業 
　　63.  3　東北大学大学院理学研究科化学専攻博士前期課程修了 
　　63.  8　東北大学大学院理学研究科化学専攻博士後期課程退学 
　　63.  9　東北大学助手理学部 
　平  5.  1　理学博士（東北大学） 
　　  7.  4　東北大学助手大学院理学研究科 
　　  7.  8　大阪大学助手理学部 
　　  8.  4　大阪大学助手大学院理学研究科 
　　15.  4　大阪大学講師大学院理学研究科 
　　15.  7　広島大学助教授大学院理学研究科 
　　19.  4　広島大学准教授大学院理学研究科 
　　23.  4　大阪大学教授大学院理学研究科 

塚　原　　　聡　（つかはら　さとし） 大学院理学研究科 

所　　属：大学院理学研究科物理学専攻物性物理 
　　　　　学講座 
専門分野：固体物理学 

【略歴】 
　平  4.  3　大阪大学理学部物理学科卒業 
　　  6.  3　東京大学大学院理学系研究科相関理化学専攻修士課程 
　　　　　 修了 
　　  9.  3　東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻博士課程 
　　　　　 修了 
　　  9.  4　東京大学助手物性研究所 
　　15.  7　東京大学専任講師大学院工学系研究科 
　　18.  4　岡山大学助教授大学院自然科学研究科 
　　19.  4　岡山大学准教授大学院自然科学研究科 
　　23.  4　大阪大学教授大学院理学研究科 

花　咲　徳　亮　（はなさき　のりあき） 大学院理学研究科 

崎 賠
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所　　属：大学院国際公共政策研究科比較公共政 
　　　　　策専攻現代日本法経システム講座 
専門分野：公共経済学 

【略歴】 
　平  3.  3　大阪大学経済学部経済学科卒業 
　　  5.  3　大阪大学大学院経済学研究科公共経済学専攻前期課程 
　　　　　 修了 
　　  6.  5　大阪大学大学院経済学研究科公共経済学専攻後期課程 
　　　　　 退学 
　　  6.  6　大阪大学経済学部寄付講座教員 
　　  7.  4　神戸商科大学助手 
　　  9.  4　神戸商科大学講師 
　　10.  6　博士（経済学）（大阪大学） 
　　11.  4　神戸商科大学助教授 
　　16.  4　兵庫県立大学助教授 
　　19.  4　大阪大学准教授大学院国際公共政策研究科 
　　23.  5　大阪大学教授大学院国際公共政策研究科 

赤　井　伸　郎　（あかい　のぶお） 大学院国際公共政策研究科 

所　　属：インターナショナルカレッジ 
専門分野：高等教育学、国際協力（教育開発） 

【略歴】 
　昭61.  3　慶応義塾大学経済学部卒業 
　　61.  4　日本放送協会（NHK)営業部職員 
　平  6.  5　米コロンビア大学国際公共問題大学院修士課程修了 
　　  6.  9　笹川平和財団プログラムオフィサー（主任研究員） 
　　15.  7　国際連合大学プログラムオフィサー（学術研究官） 
　　16.10　タイ・チュラロンコン大学高等教育大学院博士課程修了 
　　　　　 （Ph.D.) 
　　23.  3　ハワイ東西センター客員研究員 
　　23.  4　大阪大学インターナショナルカレッジ教授・ 
　　　　　 副カレッジ長 

大　西　好　宣　（おおにし　よしのぶ） インターナショナルカレッジ 

【略歴】 
　昭51.  3　京都大学医学部医学科卒業 
　　51.  4　京都大学大学院医学研究科 
　　55.  9　Johns Hopkins大学客員研究員 
　　62.  7　Stanford大学客員研究員 
　平元.  7　Scripps研究所免疫学部助教授 
　　  4.10　新技術事業団「さきがけ21研究」研究員 
　　  7.  4　 東京都老人総合研究所免疫病理部門部門長 
　　11.  2　京都大学再生医科学研究所教授 
　　19.10　京都大学再生医科学研究所所長 
　　23.  4　大阪大学免疫学フロンティア研究センター教授 

坂　口　志　文　（さかぐち　しもん） 

所　　属：免疫学フロンティア研究センター実験 
　　　　　免疫学 
専門分野：免疫学（免疫寛容の導入・維持機構） 

免疫学フロンティア研究センター 
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天神祭船渡御『阪大船』 

　船渡御は、日本三大祭の一つである大阪天神祭のクライマックスを彩り、意匠を競った百隻余りの船が大川を行き交い
ます。 
　大阪大学では、第7回目となる『阪大船』の勇姿を大川の川面に浮べ、訪れる人たち、市民の皆様方に広くアピールし
ます。 
　ご乗船いただく教職員、学生、同窓生等の阪大ファミリーの皆様方には、大阪の夏の風物詩を心ゆくまでお楽しみいた
だきたいと思います。 
　 
　日　　時：平成23年7月25日（月）午後6時～午後9時頃 

　　　　　　（集合時間　午後5時30分） 

　乗 船 料：お一人　30,000円 

　　　　　　※ご家族でお申し込みの場合、お一人目30,000円、 

　　　　　　　お二人目から20,000円となります。 

　　　　　　※振込手数料別 

　　　　　　※飲食代（お弁当・ビール）込み 

　　　　　　※簡易トイレ有り 

　定　　員：170名 

　 
　〈問合先〉 

　　大阪大学天神祭実行委員会 
　　（大阪大学広報・社学連携オフィス広報・社学連携事務室内） 
　　　〒565－ 0871　吹田市山田丘1－1 
　　　TEL　06－ 6879－ 7151　  FAX　06－ 6879－ 7156 
　　　メール　 ki-kousyagaku-renkei＠ office.osaka-u.ac.jp 
 
 

（広報・社学連携オフィス広報・社学連携事務室） 

「節電なう。」ワニ博士からのお知らせ 

　天気予報によると、今年の夏も暑くなるようです。 
　2011年は、東日本大震災の影響による全国的な電力供給事情から、例
年にも増して『省エネ』『節電』への積極的な取組が求められています。
特に今年重要になってくるのが、夏場の電力使用ピーク時の対策です。 
　ただ、『さぁ、省エネだ。節電だ。』と言われて頭では分かっていても、
暑いものは暑いし、なんとか涼しく過ごしたいのがホンネだと思います。
ここはちょっと“ポジティブ”に頭を切り替えて、楽しく節電しませんか？ 
　例えば、ショッピングモールに行くと、すでに色んなクールビズ商品
がズラッと並んでいます。ただネクタイを外すだけではなくて、『ちょっ
とオシャレ』に目を向けると毎日が楽しくなりますよね。 
　他にも、『電気代』に目を向けて節電に取り組むと、『パソコンのディスプレイ輝度を40％にすると100％時より毎月40
円節約できる』とか、『暖房便座や温水シャワーのOFFで 1ヶ月500円節約できる』など、節電行為の1つ 1つがお金に見
えてわかりやすくなったりします。小さなことでもみんなで毎日続けると大きな効果につながります。 
　大阪大学でも、電力可視化システムの導入によって効果を見える化するなど、新しい取り組みが始まっています。 
　さあ、みなさんも、やって楽しい、みんながうれしい、そんな節電始めませんか？ 

（環境・エネルギー管理部） 

昨年の様子 
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大阪大学基礎工学部　第33回公開講座 
「未来を拓く先端科学技術」 

■公開講座の目的 

　私たちの生活は科学技術によって支えられており、その進歩と密接な関係をもっています。特に日常生活に直接関係す
る機器や物質の目覚ましい発展と普及、情報技術の急速な進歩とそれにより得られる膨大な情報、生命の謎の解明と先端
医療技術、これらに囲まれた私たちの日常生活を安全で豊かなものにするには、それにふさわしい教育と知識を備えるこ
とが必要です。このような環境の中、若い人たちから家庭の主婦ならびに学校教育を離れて久しい中高年の方々にいたる
広い範囲で、科学的教養を積む機会を得たいと望む声が高まっています。大阪大学基礎工学部ではこのような声に応える
べく、また、大学と地域社会との連帯を強めるとともに本学部の情報発信の一環として、1979年以来32回にわたり近隣の
方々に対して公開講座を開催してきました。 
　本年度は基礎工学部創立50周年にあたります。そこで、第33回の公開講座を開催するに当たり、私たちの暮らしや社会
と密接な関係をもち、明るい未来を拓く最先端の科学技術の成果とその意義を、50周年を記念して改装された新しい会場
にて多くの方々に紹介したいとの願いで、今回の企画を行いました。 
　 
　　　　　　■期　間 ： 平成23年8月3日（水）～5日（金） 

　　　　　　■会　場 ： 大阪大学基礎工学国際棟（シグマホール） 

　　　　　　■受講料 ： 無料 

■受 付 開 始：平成23年7月1日（金）から 

■問い合わせ先：大阪大学基礎工学研究科庶務係 

　　　　　　　　〒560－8531　豊中市待兼山町1－3　　TEL：06（6850）6131　　FAX：06（6850）6151 

　　　　　　　　E-mail：ki-syomu@office.osaka-u.ac.jp　　URL：http://www.es.osaka-u.ac.jp 

（基礎工学研究科・基礎工学部） 

8月3日（水） 

8月4日（木） 

8月6日（金） 

10：20～ 開講式 　 
10：30～11：40 最先端の流体機械　－ロケット用ターボポンプと血液ポンプ－ 
 　機能デザイン領域　推進工学講座　准教授　堀口　祐憲 　 
13：00～14：10 ダウンサイドリスク、アップサイドチャンス　－数理ファイナンスと確率論の接点の話題から－ 
 　社会システム数理領域　数理計量ファイナンス講座　教授　関根　順 　 
14：30～15：40 バイオマスは未来のエネルギー源になるか　－分散・再生可能エネルギーの課題と可能性－ 
 　生体工学領域　生物工学講座　教授　三宅　淳 　 
15：55～16：55 見学コース1　岡野　泰則　教授　　見学コース2　堀口　祐憲　准教授 
　 
 
10：30～11：40 生物に学ぶ新しい情報ネットワーク技術 
 　情報科学研究科　先進ネットワークアーキテクチャ講座　准教授　若宮　直紀 　 
13：00～14：10 小さな磁石の不思議な世界 
 　物性物理工学領域　電子相関物理講座　教授　鈴木　義茂 　 
14：30～15：40 より人間らしいロボットを造る 
 　システム科学領域　知能システム構成論講座　教授　石黒　浩 　 
15：55～16：55 見学コース3　石黒　浩　教授　　見学コース4　鈴木　義茂　教授 
 見学コース5　倉岡　功　准教授 
　 
 
10：30～11：40 宇宙での流れ、伝熱、物質移動 
 　化学工学領域　環境・エネルギーシステム講座　教授　岡野　泰則 　 
13：00～14：10 環境と健康の化学　－DNAは傷つき、そして癒される。－ 
 　機能物質化学領域　機能化学講座　准教授　倉岡　功 　 
14：30～15：40 超伝導の魅力とその応用 
 　電子光科学領域　量子機能エレクトロニクス講座　教授　糸　　秀夫 
15：40～ 閉講式 

崎 賠
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　　日程：平成23年8月8日（月）、9日（火）、10日（水）、11日（木）、12日（金） 
　　会場：大阪大学中之島センター（http://www.onc.osaka-u.ac.jp　地図掲載）（所在地　大阪市北区中之島4－3－53） 
　　主催：大阪大学大学院言語文化研究科http://www.lang.osaka-u.ac.jp/lc/ 
　　後援：大阪府教育委員会・兵庫県教育委員会 
 
　平成23年度の大学院言語文化研究科主催の公開講座が大阪大学中之島センターにおいて開催されます。本講座は10回目
を迎え、例年、中・高の英語教員のほか小学校、大学の教員、大学院生など、英語教育に関心を持つ多くの方が、近畿圏だ
けではなく全国各地からも参加します。自治体教育委員会の教員研修や免許状更新講習のほか、類似の公開講座がかなり増
えているにも関わらず、（パンフレット、研究科HP、『英語教育』などの雑誌や新聞のほかによる広報に加え、これまでの
受講者が同僚や知人の先生に薦めることもあり）講義内容の充実が高く評価されて受講希望者が多く、最近は定員を85名
に制限してきましたが、今年度は定員を100名に拡大することとしました。 
　日本の教育改革が無定見に揺れる中、学校の現場においては、教員の研修や態勢が整わない段階で小学校に英語が導入
され、高校では「授業は英語で」行うのを基本とするという新学習指導要領の方針にどう対処するかという難題も抱え、
戸惑いと混乱が広がっています。本講座では、（理論的な根拠もなく英語教育の失敗の元凶とされた）「文法と訳読」が（適
切に指導すれば）「外国語学習環境での英語力の基盤育成」に不可欠であるとの認識の下に、学校教育にも応用可能な現代
の文法・語法・辞書研究の成果を紹介するほか、関連研究領域（言語習得論や学習動機・方略研究、脳機能研究など）の
最近の理論的な知見を踏まえ、英語力を着実に伸ばし運用能力の育成にもつながる授業のあり方を（ネットやCALLの活
用を含め）総合的に考察するだけでなく、小学校英語にいかに対応するかについても実践例を踏まえ論じます。教員それ
ぞれの造詣・技量を適切に活かし、生徒も理解・納得できる魅力的で効果的な教育の実践を期するものです。また最新の
音声学的知見（発音生理のMRI動画）を踏まえ「発音の動的な変化の仕組み」「音読の技法」を分かりやすく解説・訓練
するとともに、「ネイティヴスピーカーによる体験授業」を通じて英語運用力の向上を図るほか、詩や小説、演劇を含む文
学作品の意味・語用･文体論的分析も行ない、教員の知的欲求にトータルに応えるような多彩な講義を提供します。全体討
論では、今年から正式に始まる「小学校英語」や「授業は英語で」、「社内英語化」など英語教育を巡る旬なテーマを討議し、
講師陣が受講者の抱える疑問･質問に専門的知見を踏まえてお答えします。 

8月11日（木） 

8月12日（木） 

8月8日（月） 
講師および演題 

8月10日（水） 

8月9日（火） 

　10：00～12：30 「日本人に相応しい英語教育－言語習得研究を踏まえて」（最初に講座オリエンテーション）  成田一教授 
　13：10～15：00 「英語らしい発音の科学－ダイナミックメカニズムと発音・聴解の秘儀」 成田一教授 
　15：10～17：00 「生徒の英語力を伸ばす音読指導－留意点と技法」 （京都外国語大学）鈴木寿一教授 
 
　10：00～12：00 「ICTを活用した新しい英語教育」 （大阪教育大学）吉田晴世教授 
　12：50～14：50 「コーパスと英語辞書と語彙指導」 （京都外国語大学）赤野一郎教授 
＊15：00～17：00 「小学校英語活動の実践をどう中学につなぐか」 （立命館小学校）田縁眞弓先生 
＊15：00～17：00 「和英・英和翻訳－認識の改変」 アンドリュー・村上スミス准教授 
 
　10：00～12：00 「「国際英語」教育の理論と授業実践」 日野信行教授 
＊12：50～14：20 「教室で役立つ英語の歴史」 渡辺秀樹教授 
＊12：50～14：20 「英語リーディング方略の学習」 （関西大学・大学院）池田真生子准教授 
＊14：30～17：00 「コミュニケーション基礎」 アンドリュー･ロス特任准教授 
＊14：30～17：00 「コミュニケーション中級」 デイミアン・リヴァース特任准教授 
＊14：30～17：00 「コミュニケーション上級」 アンドリュー・村上スミス准教授　ジェリー・ヨコタ教授 
 
　10：00～12：00 「大学英文法の内容と指導法」 岡田伸夫教授 
　12：50～14：50 「認知的視点から見た英文法」 早瀬尚子准教授 
　15：00～17：00 「英語の語感を磨く」 （関西学院大学大学院）八木克正教授 
 
　10：00～11：00 「シェークスピアのことばと演出」 山田雄三准教授 
　11：00～12：00 「アメリカ現代小説の翻訳」 木原善彦准教授 
　12：40～13：40 「オセアニアの先住民／移民文学と文化」 小杉世准教授 
　13：40～14：30 「英文を読む楽しみ」 沖田知子教授 
　14：40～15：50 「英語教育の軌跡；社内英語化の愚」（全体討論トピック） （和歌山大学）江利川春雄教授／成田一教授 
　15：50～16：50 全体討論「運用英語へ偏向した教育の危機」 講師陣 
　16：55～17：15 講座修了証授与式 大学院言語文化研究科長　木村茂雄教授 
　17：30～19：00 テーマ討論懇親会（講師陣のミニスピーチと意見交換） 
■＊8月9日（火）の「小学校英語活動の実践をどう中学につなぐか」と「和英・英和翻訳－認識の改変」、10日（水）の「教室で役立つ英語の歴 
　史」と「英語リーディング方略の学習」、「コミュニケ―ション基礎・中級・上級」は選択です。申し込み時に選んでください。 
■会場では8日（月）に本講座の講師陣が執筆の『英語リフレッシュ講座』(大阪大学出版会)を著者割引1,900円で頒布いたします 
■定員100名（先着順：定員に達した時点で大阪大学大学院言語文化研究科HPに掲示します。） 
■教材作成・連絡郵送費   7,500円　　■参加申込み（受付期間　7月1日（木）～7月15日（木）期限厳守） 
■問い合わせ：大阪大学言語文化研究科総務係（E-mail: genbun-soumu@office.osaka-u.ac.jp、TEL:06-6850-5855） 

公開講座「教員のための英語リフレッシュ講座」開催 
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学生部入試課入試第一係 

吉川　大樹 マイ和太鼓持ってます！ 
よし かわ だい き 

吉川さんは、中学生の時から和太鼓の演奏を続けています。和太鼓の魅力、楽しみ方などを語っていただきました。 

 
■　和太鼓の魅力 

　学生時代から、自身の大学
のオープンキャンパスの手伝
いに参加するなど、大学の仕
事に関心が高かった吉川さん
は、現在、入試課で主に帰国
子女や私費留学生の特別入試
などの業務を担当している。
そんな吉川さんが続ける【和
太鼓】の魅力について聞いて
みた。「幅広い世代の人に喜
んでもらえることが魅力です

ね。また、和太鼓の迫力ある『音』も魅力的で、演奏がシ
ンクロしたときの気持ちよさは格別ですね。特に鼓動で鼓
膜がピリピリする感じがとても気持ちいいです。」 
　さらに、和太鼓は姿勢・振る舞いがとても重要で、「ぜ
ひその迫力・美しさを直接感じてほしい」と聴くだけでは
得られない、観て楽しむ和太鼓の楽しみ方について語って
くれた。 
 
■　出会い～地元での活動 

　和太鼓との出会いは中学生のときに遡る。所属していた
生徒会で、文化祭の出し物として和太鼓を演奏したのが最
初の出会いであった。そのとき、指導してくれたのは地元
の近江に伝わる『むかで退治』の伝説を和太鼓で表現する
「近江むかで太鼓保存会」の方々であった。「初めて和太鼓
に出会い、鼓動に感動したことが忘れられず、高校に入学
してから保存会に所属しました。保存会では、地元のイベ
ントや結婚式での公演にも出演していました。」また、活
動を重ねるうちに伝統芸能である和太鼓が地域と強くつな
がっていると感じたとも語ってくれた。 
 
■　転機～阪大就職を機に再開 

　地元を離れて大学に通っていたこともあり、活動がペー

スダウンしていたが、大阪大学に就職して北摂に住むこと
になり、大阪の太鼓事情を調べている中で豊中の和太鼓グ
ループ「八鼓（やっこ）」と出会った。和太鼓の音、鼓動、
演奏の躍動感に心揺さぶられ、再び和太鼓にチャレンジす
る気持ちが芽生えた。 
　八鼓は、オリジナルの曲を持ち、 和太鼓を音楽のよう
に奏でる創作和太鼓グループで、演奏レベル高さや自分に
近い世代が活躍していたことに魅力を感じた。練習は豊中
市内の中学校で日曜日に実施している。メンバーは男女問
わず小学生～大人までの幅広い年代が参加している。 
　夏場は公演が多いため、土曜日に練習することもある。
まさに今がシーズンということになる。多忙な練習をこな
しながら、「高校生や大学生は上達が早いのでがんばって
追いつきたいですね」と語る。 
　大きな舞台として、「豊中和太鼓まつり」がある。昨年
は裏方としての
参加であったが、
今年（6 月 5日
（日）開催）は締
太鼓の他、長胴
太鼓、かつぎ桶
太鼓（マイ和太
鼓）で見事出演
を果たした。 
 
■　和太鼓を通して 

　和太鼓の活動を通して、吉川さんが感じた成長や今後の
目標を聞いてみた。「幅広い世代と一緒に活動を続けてき
たことで、色々な世代の人との接し方も自然と身についた
気がします。」和太鼓を通じて幅広い年齢の人と接してき
た経験が、業務で接する、受験生、保護者、先生といった
それぞれ違う目線を持つ方々への対応に活きている。 
　「今練習中の曲のほかに、新曲に挑戦してみたいですね。
そして、これからも長く続けていきたいです。和太鼓に興
味をお持ちの方はぜひ、ご連絡下さい。」 
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古事記のタイ語バージョンを出版したスワンラダーさん 
活躍する卒業生へインタビュー 

大阪大学バンコク教育研究センター長　 

関　　　達　治 

　タイから大阪大学への留学生は、2011年 5月 1日現在で
99名を数えます。タイは、中国、韓国についで3番目に多
い留学生の派遣国で、本学を卒業したタイの元留学生は、
大学の教職から一般企業の重職に至るまで数多くの分野で
活躍をしています。去る2月 9日の読売新聞アジア版に本
学文学研究科大学院卒業でチュラローンコーン大学文学部
東洋言語学科日本語講座助教授のアッタヤ・スワンラダー
さんの「タイ語版古事記」記事が大きく報道されました。
今回は、アッタヤさんに、古事記の翻訳出版や阪大での勉
強についてインタビューをしてみました。 
 
（関）こんにちは。古事記の翻訳出版をされたと云うこと
をお伺いしました。アッタヤ先生は、伝統のあるチュラロ
ーンコーン大学で日本語を勉強され、大阪大学の文学研究
科へ進学されて博士号（文学）を取得されています。早速
ですが、日本語に興味を持たれたのはいつごろからで、動
機はどのようなものでしたか。 
（アッタヤ）子供の時から日本のアニメなどが好きで日本
語を勉強しようと思いました。一旦歯学部に入学しました
が、やっぱり日本語と思って入学試験を受け直してチュラ
ローンコーン大学の文学部に入り、日本語を本格的に勉強
しました。 
（関）最初に読んだ漫画はなんですか。 
（アッタヤ）ドラえもんです。小学校 4年生の時です。大
変ユーモアがありますね。 
（関）なぜ大阪大学で勉強しようと思われたのですか。 
（アッタヤ）日本のもっとも有名な大学は東京大学、京都
大学、大阪大学でしょう。でも、東京のような大きな街に
は行きたくはありませんでした。そこで、京大と阪大に手
紙を書いて受入れをお願いしましたが、阪大から先にお返
事をいただいたので阪大を選びました。すぐ後に京大から
もお返事をいただきましたが、阪大で勉強して良かったと
思っています。阪大では伊井春樹先生に大変お世話になり
ました。また、先輩にも大変お世話になり感謝しています 
（関）私は理系で古文は高校の時から苦手でした。先生は
タイにおられて日本の古代と中世文学に興味をもたれたわ
けですが、その動機は何だったのでしょうか。また先生は
博士論文の対象として「源氏物語における出家」というテ
ーマを選ばれていますが、どのような理由でこのテーマを
設定されたのですか。 

（アッタヤ）大学3年生の時に源氏物語の講義を受けました。
丁度、日本政府の奨学金を申請する時でしたので、日本留
学で源氏物語の研究をしたいと書きました。それが、その
後の研究の方向を決めました。 
（関）なぜ源氏物語が好きなのですか。 
（アッタヤ）ラブストーリだからです。でも、源氏は好き
ではありませんがね。プレーボーイだから（笑）。でもス
トーリは面白いです。特に貴族の社会の男女の関係のこと
に興味がありました。また、タイは仏教国ですので仏教に
興味を持っていました。タイでは徳を積むため、また父母
に感謝して幸せをもたらすために出家するのですが、源氏
物語の登場人物では男女関係から逃れるために出家すると
か、病気を治すためとかで、出家の動機の違いに興味を持
ったからです。 
（関）その後、土佐日記や竹取物語なども研究対象とされ
てきましたが、今回の古事記のタイ語翻訳に至った理由は
どのようなものですか。 
（アッタヤ）日本文学史を教えているのですが、学生に日
本の物語を紹介し、読ませる必要があったので、翻訳をし
て教科書としました。竹取物語は一番古い物語ものなので
タイの学生に紹介したいと思いました。今回の古事記も一
番古い歴史書なので翻訳をして、タイの学生に紹介したい

アッタヤ・スワンラダー先生 
チュラローンコーン大学文学部の建物から 

バンコク市内を望んで 
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と思いました。 
（関）今回は古事記の第1巻を翻訳され、「日本神話を学ぶ
－古事記より」を出版されたのですが、そのご苦労をお教
えください。 
（アッタヤ）タイでは日本の神話は殆ど知られていません
ので、ただ翻訳をしてもタイの人たちは理解できません。
その時の社会や文化の背景も説明する必要がありましたの
で、写真などの資料もそろえるなど、非常に時間がかかり
大変でした。 
（関）ここに本をいただいていますが、出版社は何処ですか。 
（アッタヤ）チュラ大の出版社からです。 
（関）是非、阪大の図書館に置きたいですね。さて、今後
の抱負をお聞かせくださいませんか。 
（アッタヤ）いま、百人一首の翻訳をしています。来年の
3月ごろに出版できればと思っています。特に和歌の雰囲
気や韻の問題がありますので難しいです。今後、奈良時代
から江戸時代まで日本の文学の紹介を更に進めたいと思い
ます。 

（関）話は変わりますが、タイの日本語の勉強熱が高いで
すがそれはなぜでしょうか。 
（アッタヤ）それは漫画の人気もあるでしょうが、日本企
業への就職が人気と云うこともあるでしょう。日本企業の
給与が高いと云うこともありますし。 
（関）それでは最後になりますが、大阪大学に希望すること、
タイ人学生へのメッセージはありますか。 
（アッタヤ）セミナーなども含めて教員や学生の交流を進
めるようご支援をいただきたいと思います。最近、4人学
生を日本に派遣しましたが、さらに盛んな交流が進むよう
希望しています。私は大阪大学では良い思い出ばかりです。
大阪大学は良いところです。タイ人の学生さんは、大阪大
学で勉強していることに誇りを持ってください。 
（関）今日は、お忙しいところ、ありがとうございました。
先生は2児の母親の役割をこなしながら、タイのオープン
大学で経営学やタイ文学など勉強を続けおられますが、研
究の益々のご発展を祈っています。 
（アッタヤ）ありがとうございます。今後ともよろしくお
願いいたします。 

竹取物語の表紙 

タイ語に翻訳された古事記表紙 

QS Asian Universities rankingが発表される 

　QSアジア大学ランキングが、5月 23日に発表されま
した。世界ランキングとは評価項目のウエイトが異なっ
ていますが、香港科技大學、香港大学、シンガポール大
学が上位 3位を占めています。日本の大学は 57校が上
位200に入っており、大阪大学は、東京大学（4位）、京
都大学（7位）についで8位です。バンコクセンターの
あるタイでのトップはマヒドン大学の 34位でした。中
国の大学は上位 10位に入っていません。さて、本学と
大学間学術交流協定を締結しているアジアの大学のラン
キング結果を右に示してみました。どの協定締結相手大
学も本学にふさわしく、各々の国でトップクラスの大学
が殆どです。一つの尺度として本学の協定校をこの一面
から見てみるのも面白いのではないでしょうか。 

本学との大学間学術交流協定大学のQSアジアランキング 

国名 
 

中国 
 
 

韓国 
 

台湾 
 

タイ 
 

インドネシア 

フィリピン 

大学名注1（アジア順位/当該国内順位） 
北京（13/1）、清華（16/2）、復旦（21/3）、浙江（27/5）、
南京（29/6）、上海交通（33/7）、北京師範（64/8）、
同済（67/9）、西安交通（72/10）、武漢（111/17） 
ソウル国立（6/1）、延世（18/4）、漢陽（44/8）、釜山
（66/12）、中央（93/15）、全南（97/16）、忠南（113/21）、
慶尚（150-160/27） 
国立台湾（21/1）、国立清華（31/2）、国立成功（32/3） 
マヒドン（34/1）、チュラロンコン（47/2）、チェンマイ（67/3）、
タマサート（88/4）、カセサート（120/7）、モンクット王工
科トンブリ（181/9） 
ガジャマダ（80/2）、バンドン工科（98/4） 
フィリピン（62/1）、アテネオデマニラ（65/2）、デラサー
ル（107/4） 

注 1“大学”もしくは“大学校”は省略。ベトナムの大学は200位までに 
　　記載がない。 
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Ruhr-Universität Bochum, RUB

交流協定大学 

編　集　後　記 
　みなさんは新しくなった、大阪大学会館をご覧になりま

したでしょうか。長い歴史の積み重なった雰囲気を大切に

しながら、きれいに生まれ変わりました。大阪大学の顔と

して、これからますます活躍が期待されます。　 

　また、今年は省エネとどのように向き合うかが問われる

夏となりそうです。エアコンを控えたり、昼休みの消灯、

エレベータの一部停止のほか、各自の取り組みも大切にな

ってくると思います。みなさんもエコ阪大はじめてますか？ 

（柿木） 

 ルール・ボーフム大学（Ruhr-
Universität Bochum, RUB）は、
ドイツの戦後の新制大学として
1962年に設立された州立大学です。
2010 年の統計では、生徒数約
34,000, 職員数約5000（内、教授
数約 430）のドイツ有数の大型大
学です。アカデミックにも、ドイ
ツのトップクラスの大学で、ドイ
ツ研究振興協会（DFG: Deutsche 
Forschungsgemeinschaft,）の一
部となっている研究大学・大学院
です。 
　ルール・ボーフム大学は、その名の通り、ボーフムとい
う、ノルトライン＝ヴェストファーレン州の西に位置する
街にあります。ノルトライン＝ヴェストファーレン州がド
イツの北西部にありますので、ボーフムは、地図でみると、
かなりオランダに近く見えます。実際に、車や電車でボー
フムからオランダまで移動するのは簡単です。ノルトライ
ン＝ヴェストファーレン州は、ドイツ国内において、州別
人口数が 1位で、州都デュッセルドルフのほか、ケルン、
ドルトムント、エッセン、デュイスブルク等の大きな都市
を抱える、ドイツ経済の一大中心地となっています。また、

ルール・ボーフム大学のあるルール地方は、その中でも、
古くから、ヨーロッパ有数の大工業地帯として有名です。 
　こうした環境から、ルール・ボーフム大学は、自然科学
や工学に非常に強い大学であることが想像されますし、実
際、その通りですが、他にも、医学部のほか、神学、哲学、
法学等の人文科学・社会科学等、併せて、20の学部をもち、
幅広い分野で、学術・研究活動を行っています。もちろん
日本語学科もあります。 
　ルール・ボーフム大学は、医学部を除いて大半の学部が
ボーフム市内の、ルール渓谷の高台にある一つのキャンパ
スに集まっています。そこから眺めるルール渓谷の景色は
美しく、ここがかつてのドイツ有数の炭鉱地帯であったこ
とは、木々に覆われた遠景を眺める限り、全く想像できま
せん。渓谷の下には、ケンナーダー湖があり、ここは市民
の安らぎの場ともなっています。 
　ルール・ボーフム大学と大阪大学は、2010 年に大学間
交流協定を結んでいます。筆者の関係では、プラズマ物理
学の分野において共同研究等盛んな交流活動を行っていま
すが、今後は、他の分野でも、交流活動が広がっていくこ
とが期待されます。（写真提供：RUB, Press Office) 

（コンタクトパーソン・浜口智志　工学研究科教授） 
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劇団ちゃうかちゃわん 

クラブ＆サークル 

膨張！ヤングなのがいい！！ 

長佐古哲也（工3年） 団長 

〈コメント〉 
笑いが取れれば何でもいい！感動してく
れればなおいい！心を動かしてくれれば
世界を敵に回してもいい！ 

練習場所：学生交流棟3F4F練習室1,2,3,4 
　　　　　学生会館2F大集会室 
練習日時：月曜～金曜：16時30分～20時　土曜：10時～18時 
団 員 数：71人（1回生31人 2回生21人 3回生19人） 
連 絡 先：団長　長佐古哲也（工3回生） 
　　　　　　hinoki-no-kai@live.jp 
　　　　　ホームページ： 
　　　　　　http://www.geocities.jp/chaukachawan/index.htm

　春のうららかな日も夏きにけらし白妙の今日この頃をみ
なさまいかがお過ごしでしょうか？ 
　劇団ちゃうかちゃわんです。大阪大学を中心に幅広く演
劇活動に励んでおります。そして現在我々は団内お茶利き
大会を控えている所存でございます。しのぎを削る仁義な
き戦いです。どうやったら目隠しした状態でお～○お茶と
伊右衛○の味を利きわけられるのでしょうか。 
　それでは、劇団ちゃうかちゃわんの紹介をさせていただ
きます！ 
　当然劇団と名乗るからには我々は演劇の公演を行います。
4月に新入生歓迎公演、6月には新入生参加型オムニバス
公演、9月には学外公演、11月にはまちかね祭公演を必ず
行っております。そのどれもが無料公演でやらせていただ
いております。無料でお芝居を見てもらうというのがちゃ
うかの大事な要素でもあるんですね。 
　演劇というものは私が体感してきた限りでは、恥ずかし
いとか、なじみにくいというイメージをもっているようで
して、やっぱり私たちにとってそのことは少し辛いことで

あります。劇団ちゃうかちゃわんはそのような演劇のもつ
垣根を少しでも下げ、より多くの人に会場に足を運んでも
らい、お芝居を楽しんでもらえたらいいなと思っておりま
す。 
　あぁ、団員たちに何を真面目に語っているんだとからか
われそうです。もっと
楽しいことを書かなく
ては。…本当はちゃう
かちゃわんはけいお
ん！！をしたり、蟻を
退治したり、進撃の巨
人を追い払ったり、王
蟲をなだめたり、概念
になったりしています。 
…いい人たちばかりで
す。ちゃうかちゃわん
を今後ともよろしくお
願いいたします。 
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トピックス 

大阪大学【緊急】シンポジウム 
　　『震災の今とこれから』－私たちに何ができるのか－開催 
　さる 4月 29日（金）、大阪大学中之島センターにおい
て「大阪大学【緊急】シンポジウム「震災のいまとこ
れから」－私たちに何ができるのか－」を開催しました。  
　本シンポジウムでは、甚大な被害の「東日本大震災」
に対し、大阪大学の各分野の専門家からの緊急提言と
して、私たちは、阪神大震災の被災体験をどのように
活かし、いま、一人の市民として何ができるのかを、
そして、大阪大学人がどのような「英知」を差し出せ
るのかを市民の方々と一緒に考え、発信することを目
指しました。 
　第 1部では「いま」をテーマに、「地震はなぜ起こっ
たか」（廣野哲朗：理学研究科准教授）、「福島第一原発
で起きていること」（山口彰：工学研究科教授）、「今後
の原子力」（片岡勲：工学研究科教授）と題し、何が起
こり「いま」どのようになっているのかについて講演
の後、望月正人教授（工学研究科）の司会のもとホール・
ディスカッションが行われ、専門家の見地から最新情
報が述べられました。 
　第 2部では、「これから」をテーマに、「我々にでき
ること」（渥美公秀：人間科学研究科教授）、「こころの
ケア・まるごとのケア」（稲場圭信：人間科学研究科准
教授）、「放射能汚染調査」（藤原守：核物理研究センタ

ー准教授）、「暮ら
し・コミュニティ
再生…我々がなす
べきこと」（森栗
茂一：コミュニケ
ーションデザイン・
センター教授）、
「まちの再生・復
興」（加賀有津子：
工学研究科教授）
と題し、門村幸夜准教授（産学連携本部）の司会のもと、
具体的なボランティア活動をはじめ、これから何を考
えるべきか、すべきであるかなど、震災後の復興に向
けた取り組みについて、各専門家からの講演がありま
した。 ホール・ディスカッションでは、高校生をはじ
め様々な年代から幅広い、そして率直なご質問・ご意
見があり、活発な意見交換の場となりました。 
　多くの参加者からは、大阪、そして大阪大学から日
本を元気にしてほしいとの声も寄せられました。当日
は約300名の方にご参加いただき、第1部、第2部を通
じて、専門家と市民の方がともに考える大変意義深い
シンポジウムとなりました。 

鷲田総長による挨拶 

ホール・ディスカッションの様子 

東日本大震災義援金募金のお礼 　 
　大阪大学では、東日本大震災の被災者の方々、被災地域への支援活動
の一環として、学内で義援金の募金活動を行ってきました。教職員、学
生をはじめ多くの大学関係者の方々から1,500万円を超える募金をいた
だき、大変ありがとうございました。大学としての募金活動は6月をも
って終了させていただきます。みなさまの厚いご支援、ご協力に感謝申
し上げます。 

大阪大学総長　鷲田　清一　 


